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列
女
俸
の
刈
本
及
び
領
固
に
つ
い
て

宮

本

勝

t土

じ

め

先
ご
ろ
、
列
女
停
索
引
の
刊
行
に
際
し
て
、
序
文
の
解
説
を
櫓
営
し
た
。
営
初
は
衣
の
三
鮪
に
つ
い
て
詳
細
に
論
ず
る
設
定
で
あ
っ
た
。

ω列
女
俸
の
作
者
に
つ
い
て

ω列
女
俸
の
制
作
目
的
に
つ
い
て

制
列
女
停
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

し
か
し
、
賓
際
に
は
、
紙
幅
や
期
日
等
の
制
約
も
あ
っ
て
、
序
文
に
お
い
て
は
、

ω作
者
の
考
究
に
重
鮪
を
置
き
、

ω制
作
目
的
、

ωテ

キ
ス
ト
に
闘
し
て
は
そ
の
概
略
を
述
べ
る
に
止
ま
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
補
う
た
め
、

ω制
作
目
的
に
つ
い
て
は
、
中
園
哲
事
第
十
一
蹴
に

お
い
て
、
「
劉
向
と
列
女
体
」
と
題
す
る
考
察
を
す
で
に
護
表
し
た
。

こ
の
小
論
は
残
さ
れ
た

ω列
女
俸
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
闘
し
て
、
索
引
序
の
略
を
補
完
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
特
に
、
刊
本
と
頚
と

固
と
を
中
心
に
衣
の
順
序
で
述
べ
た
い
と
思
う
。

ハ
円
現
存
刊
本
に
つ
い
て

北
大
文
学
部
紀
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列
女
俸
の
刊
本
及
び
頚
闘
に
つ
い
て

付伺帥白。
煩察曾劉 i 歴

|及膜輩向代
び刻編奮著

附頚本定書録
のに本と資

績作つに曹料
列者いつ大に
女にてい一家つ
停っ て世い
のい 本て
作て に
者 つ

つ日 。て

て

的
園
に
つ
い
て

1
1
1
附
・
2

日
顧
凱
之
列
女
停
聞
に
つ
い
て
|
|

- 2.~ 

利
江
南
本
列
女
体
圃
の
残
容
に
つ
い
て

ωw南
宋
・
建
安
余
氏
刻
本
と
清
・
阪
一
踊
覆
宋
本
の
繕
園
に
つ
い
て

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
劉
向
奮
書
よ
り
今
本
列
女
停
に
至
る
経
緯
を
園
式
的
に
示
し
て
お
く
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

十う

現
存
刊
本
に
つ
い
て

今
本
に
は
次
の
①
J
⑩
が
存
し
、
そ
れ
は
宋
本
を
覆
刻
し
た
も
の
(
覆
宋
本
)
と
明
河
本
と
の
こ
系
統
に
分
か
れ
る
。

〈
覆
宋
本
〉

①
古
列
女
停
七
巻
、
績
列
女
停
一
春
、
孜
詮
一
一
巻

漢
・
劉
向
撰
(
穣
俸
は
撰
者
閥
名
)



清
・
顧
一
度
折
孜
詮

乾
一
隆
六
十
年
〈
一
七
九
五
)
元
和
顧
氏
小
請
書
堆
操
宋
建
安
余
氏
勤
有
堂
本
重
列
σ

②
新
列
古
列
女
偉
七
巻
、
績
列
女
停
一
巻
(
挿
園
本
)

漢
。
劉
向
撰
〈
綬
俸
は
撰
者
関
名
)

菅
・
顧
凱
之
重

道
光
五
年
円
一
八
二
五
〉
揚
州
院
氏
擁
宋
建
安
余
氏
到
本
重
刻
ハ
文
選
楼
叢
書
、
叢
書
集
成
初
編
及
び
筒
編
所
牧
)

右
の
ニ
書
は
と
も
に
宋
建
安
余
氏
の
刊
本
に
撮
っ
て
重
刻
し
た
も
の
で
、
瞳
裁
は
、
繕
園
の
有
無
(
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
)
の

他
は
同
じ
で
あ
る
。
今
、
二
警
の
瞳
裁
の
要
賄
を
次
に
箇
保
書
き
し
て
お
く
。

一
、
古
列
女
停
七
巻
は
、
第
一
審
母
儀
停
、
第
二
審
賢
明
倖
、
第
三
巻
仁
智
停
、
第
四
谷
貞
順
停
、
第
五
巻
節
義
体
、
第
六
巻
鯖
通
停
、
第

七
巻
翠
嬰
俸
の
七
門
に
分
類
さ
れ
、
各
品
位
十
五
停
、
た
だ
し
母
儀
は
一
俸
を
閥
く
の
で
都
合
一

O
四
停
で
あ
る
。
績
列
女
停
一
答
は
、
周

郊
婦
人
よ
り
梁
夫
人
嬉
に
至
る
二

O
停
で
、
す
べ
て
後
人
の
増
益
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
母
儀
よ
り
祭
壁
に
至
る
七
門
の
一
に
営

-3ー

て
巌
め
て
い
る
。

一
、
北
宋
・
曾
輩
の
「
古
列
女
停
目
録
序
」
及
び
北
宋
・
王
国
の
「
古
列
女
停
序
」
が
あ
る
。

一
、
第
一
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
の
巻
名
の
後
、
各
人
停
目
次
の
前
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
言
十
句
の
韻
文
か
ら
成
る
頚
義
小
序
が
置
か
れ
て
い
る

(
た
だ
第
七
容
は
六
句
の
み
で
下
四
句
を
闘
く
〉
。
第
八
巻
巴
は
頚
義
小
序
が
な
い
。

一
、
目
録
の
最
後
に
崇
文
綿
目
序
の
文
を
引
き
、
そ
の
後
に
「
謹
案
・
:
:
・
」
で
始
ま
る
識
語
が
あ
り
、
寸
嘉
定
七
年
甲
戊
(
一
二
一
四
〉
十
二

月
初
五
日
武
夷
茶
膿
孔
良
拝
手
謹
書
」
の
日
付
と
署
名
が
あ
る
。
薬
騒
な
る
人
物
は
停
未
詳
心
、
、
一
】
~
、
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列
女
俸
の
刊
本
及
び
頚
園
に
つ
い
て

て
第
一
容
か
ら
第
七
巻
ま
で
の
本
文
、
一
各
人
俸
の
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
言
八
句
の
韻
文
か
ら
成
る
額
が
あ
る
。
第
八
容
に
は
頚
が
な
い
。

一
、
②
の
河
本
の
給
圃
は
各
人
体
本
文
の
上
方
に
、
雨
葉
に
跨
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
諸
離
で
あ
る
。

右
の
①
の
河
本
を
底
本
と
し
て
、
次
の
二
種
の
注
耀
書
が
作
ら
れ
た
。

③
列
女
停
補
注
入
車
也
、
校
正
一
巻
、
技
録
一
審

清
・
王
照
国
補
注
・
絞
録

清
・
峨
庸
校
正

郁
氏
遺
書
本
(
龍
駅
間
精
舎
叢
書
史
部
、
奮
小
説
己
集
、
豪
漕
商
務
印
書
館
人
人
文
庫
等
所
牧
〉

「
嘉
慶
十
六
年
ハ
一
八
一
一
)
秋
七
月
戊
子
日
」
の
日
付
の
賊
庸
の
序
と
、
「
嘉
慶
十
有
七
年
三
月
望
日
」
の
日
付
の
馬
瑞
辰
の
序
が
あ
る
。

王
照
園
は
爾
雅
義
疏
な
ど
を
著
し
た
郁
議
行
の
妻
室
で
、
補
注
に
は
夫
の
意
見
も
参
考
し
た
ら
し
く
、
注
中
に
「
夫
子
日
」
の
文
も
見
え
る
。

楊
鍾
義
は
、
「
樺
名
理
、
校
正
文
字
、
貫
患
経
体
、
疏
解
精
巌
o
」
と
許
口
「
張
敬
は
、
「
王
氏
之
詰
議
無
不
精
審
、
又
復
虞
詮
蓋
書
、
粂
綜
衆

説
、
以
是
考
謁
正
謬
、
訂
呉
参
問
、
博
識
之
至
。
」
と
評
し
て
い
る
。

- 4ー

④
列
女
俸
校
注
入
容
(
第
入
容
は
績
列
女
停
)

清
・
梁
端
校
注

道
光
十
七
年
(
一
八
三
七
)
銭
唐
在
氏
振
締
堂
到
、
同
治
十
三
年
三
八
七
四
)
補
刊
本
(
頼
書
賓
顕
一
百
四
十
種
啓
油
類
、
上
海
中
華
書
局

四
部
備
要
所
牧
)

「
道
光
美
巳
(
一
八
三
三
)
立
秋
日
」
の
日
付
の
在
遠
孫
の
識
語
が
あ
る
。
在
遠
孫
は
梁
端
の
夫
室
で
あ
る
。
張
敬
は
、
「
捜
羅
参
考
、
用
力

極
勤
、
引
注
古
籍
有
数
十
種
之
多
、
如
史
記
・
前
後
漢
書
・
左
停
・
園
語
・
向
書
・
三
家
詩
・
諸
子
・
楚
辞
・
瞳
記
・
大
戴
理
・
太
卒
御



覧
・
華
文
類
緊
・
文
選
等
書
以
及
営
時
撲
準
大
家
之
訓
詰
校
勘
、
麟
不
採
掘
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

八
明
刊
本
〉
、

⑤
劉
向
古
列
女
体
七
品
位
、
績
列
女
停
一
巻
ハ
挿
国
本
)

漢
・
劉
向
撰
(
緩
俸
は
撰
者
閥
名
、
縫
聞
は
重
人
不
詳
)

長
沙
葉
氏
観
古
堂
臓
明
河
本
(
上
海
商
務
印
書
館
四
部
叢
列
史
部
所
牧
〉

右
⑤
の
河
本
と
同
系
統
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
次
の
和
刻
本
が
あ
る
。

⑥
古
列
女
停
八
巻
、
新
績
列
女
停
三
容
(
挿
国
本
)

漢
・
劉
向
撰
(
縮
図
は
重
人
不
詳
〉

明
・
胡
文
換
校

-5-

明
・
責
嘉
脊
増
輯

承
膝
二
年
葵
巳
(
一
六
五
三
〉
八
月
穀
旦
室
町
通
鯉
山
町
小
嶋
繭
左
衛
門
板
行
(
新
績
俸
は
承
慮
三
年
刑
〉

新
刻
古
列
女
停
裁
が
あ
り
、
殺
の
末
尾
に
「
寓
暦
丙
午
三
六
O
六
〉
孟
春
日
新
都
黄
嘉
育
懐
英
父
諜
」
と
あ
り
、
明
・
黄
嘉
育
の
河
本
を

小
嶋
繭
左
衛
門
が
翻
刻
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

古
列
女
体
巻
之
八
は
績
列
女
停
だ
が
、
漢
・
劉
向
撰
と
題
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
績
列
女
停
三
巻
は
、
閏
範
圃
集
ハ
明
・
黄
希
周
槽
商
山
州
来

氏
諸
子
所
輯
也
凡
六
容
|
|
責
嘉
育
注
文
、
以
下
同
じ
!
!
)
、
古
今
列
女
停
(
明
・
永
築
皇
帝
命
儒
臣
所
編
次
也
凡
三
省
〉
、
音
樺
列
女
停
(
指
唐
・
陳
伯

全
所
枚
録
也
凡
三
容
〉
、
三
綱
行
貫
一
(
明
・
宣
徳
辛
亥
〈
一
四
三
一
〉
朝
鮮
区
使
循
所
編
也
凡
三
容
〉
、
増
補
列
女
俸
(
明
・
鹿
門
茅
坤
所
編
也
凡
入
容
〉
の
諸
書

か
ら
都
合
七
十
停
を
採
っ
て
時
代
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
圃
は
⑤
の
刊
本
と
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
列
本
及
び
頚
園
に
つ
い
て

次
に
、
白
明
列
木
で
、
頚
の
後
に
更
に
賛
を
加
え
た
も
の
が
あ
る
。

⑦
劉
向
古
列
女
停
入
品
位
ハ
容
人
怯
績
列
女
停
〉

v

u

朋
・
黄
魯
曾
賛

一、ミ朋
-h
朱
景
回
校
正

嘉
靖
三
十
'
一
年
ハ
一
五
五
二
〉
刊
(
崇
文
書
局
案
刻
書
所
牧
)

，. 

h 

賞
魯
曾
の
劉
向
古
賢
列
女
停
序
が
あ
り
、
序
末
に
「
嘉
靖
三
十
一
年
八
月
朔
序
」
と
あ
り
、
γ

こ
の
年
の
刊
一
位
と
推
定
さ
れ
る
。
一

各
人
停
の
後
に
頚
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
他
の
刊
本
と
同
様
で
あ
る
が
)
こ
の
河
本
は
山
頭
の
後
に
更
に
賛
が
加
え
ら
れ
て
い
る
(
容
入

緩
俸
に
は
無
い
)
。
賞
の
形
式
は
頚
と
同
じ
く
四
言
八
句
の
韻
文
か
ら
成
る
。
総
闘
は
無
い
。

以
上
⑤
・
@
・
⑦
の
三
種
の
明
刊
本
を
、
①
・
②
の
覆
宋
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
本
文
の
文
字
の
異
同
の
外
に
瞳
裁
に
お
い
て
多
少
の

相
違
賠
が
あ
る
。
ー

-6ー

一
、
序
文
一
の
順
序
が
異
な
る
。
壬
同
「
古
列
女
停
序
」
が
前
に
あ
り
、
曾
輩
「
古
列
女
停
序
」
が
そ
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
。

一
、
額
義
小
序
七
章
を
ま
と
め
て
目
録
の
前
に
置
く
。

一
、
母
儀
よ
り
壁
嬰
~
績
停
に
至
る
各
巻
の
容
名
・
順
序
は
同
一
で
あ
る
が
、
各
巻
中
の
各
人
停
の
配
列
の
順
序
が
、
第
一
巻
・
第
二
巻
・

第
四
巻
・
第
六
容
・
第
八
容
の
一
部
分
に
お
い
て
相
違
す
る
。

一
、
ま
た
1

停
名
の
文
字
・
呼
稿
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

一
、
挿
圃
本
に
つ
い
て
、
槍
圃
の
配
置
は
、
覆
宋
本
②
が
各
人
俸
の
上
方
、
雨
葉
に
渡
る
の
に
劃
し
、
明
河
本
⑤
・
⑥
は
各
人
俸
の
前
に
置

か
れ
、

f

葉
全
面
に
聾
か
れ
て
い

J

る
。
ご
以
上
の
諸
耽
却
で
あ
る
。
た
だ
、
覆
宋
本
も
明
刻
本
も
と
も
に
茶
撲
の
識
語
を
載
せ
て
お
り
、
南
宋
・



薬
撲
刻
本
に
本
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

朗
代
に
は
、
劉
向
の
古
列
女
俸
を
基
と
し
て
、

そ
れ
以
後
の
婦
人
の
億
円
記
を
増
補
し
た
も
の
が
多
く
作
ら
れ
た
。
前
掲
⑤
の
刊
本
も
そ
の

ま
た
こ
の
新
横
列
女
俸
に
探
擁
さ
れ
て
い
る
古
今
列
女
体
、
増
補
列
女
停
も
そ
う
で
あ
る
。

一
種
で
あ
り
、

⑧
古
今
列
女
停
コ
一
巻

明
・
解
鯖
等
撰

永
梁
元
年
三
四
O
二
一
)
内
府
刊
本

解
縮
ら
が
成
租
の
勅
を
奉
じ
て
撰
じ
た
。
成
租
御
製
序
が
あ
り
、
序
末
に
「
永
襲
元
年
九
月
朔
且
」
の
日
付
け
が
あ
る
。
上
巻
は
后
妃
停
、

中
容
は
諸
侯
大
夫
妻
体
、
下
容
は
士
庶
人
妻
停
、
漢
以
前
は
劉
向
古
列
女
俸
に
撮
り
、
以
後
は
各
史
列
女
停
を
略
取
し
げ
一
更
に
明
初
の
人
を

附
接
し
た

⑨
増
補
全
像
許
林
古
今
列
女
侍
入
品
位
ハ
挿
圏
本
)

明
・
茅
坤
補

-7ー

明
・
彰
鮮
評

明
・
宗
原
校

高
暦
辛
卯
歳
ハ
一
五
九
一
)
秋
月
余
文
筆
重
梓

劃
漢
書
坊
の
唐
富
春
河
本
を
文
蓋
書
林
の
余
象
斗
が
重
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。

る
前
字
、
第
四
谷
ま
で
は
す
べ
て
劉
向
台
列
女
停
止
り
採
録
し
た
も
の
で
、
都
合
四
十
六
停
を
母
儀
よ
り
緯
通
に
至
る
六
門
に
分
類
し
r

て
い

(
管
委
俸
は
採
っ
一
て
い
な
い
)
。
後
字
、
第
五
巻
か
ら
第
八
巻
ま
で
都
合
五
十
俸
は
、
再
び
母
儀
よ
り
耕
運
に
至
る
六
門
に
分
か
ち
、
劉
向
古

北
大
文
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
刊
本
及
び
頚
闘
に
つ
い
て

列
女
俸
よ
り
十
五
停
、
績
列
女
停
よ
り
八
俸
を
採
録
し
、
残
り
三
十
六
俸
が
茅
坤
の
補
で
あ
る
。

各
人
俸
の
前
に
雨
葉
に
跨
る
繕
闇
を
配
し
、
繍
圃
の
上
方
に
四
字
一
句
の
、

左
右
に
は
二
十
字
ま
た
は
二
十
二
字
(
谷
頭
有
虞
二
妃
聞
は

十
八
字
の
例
外
〉
か
ら
成
る
賛
が
あ
る
。
重
人
の
名
は
著
し
て
い
な
い
。
後
出
⑩
の
給
園
、
仇
英
の
流
麗
に
は
及
ば
な
い
、
が
、
物
語
を
よ
く
捉

え
た
闘
柄
、
が
お
も
し
ろ
く
、
古
雅
、
掬
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

績
列
女
体
よ
り
採
っ
た
人
体
及
び
増
補
の
コ
一
十
六
俸
に
も
、
劉
向
古
列
女
俸
に
倣
っ
て
同
形
式
の
頭
を
附
し
て
い
る
。

⑩
緒
闘
列
女
停
十
六
巻

明
・
在
氏
増
輯

明
・
仇
英
総
園

- 8ー

乾
隆
四
十
四
年
ハ
一
七
七
九
〉
知
不
足
粛
臓
版

飽
廷
博
(
知
不
足
菊
)
は
増
輯
者
の
名
を
闘
い
て
い
る
が
、
情
・
在
庚
の
「
、
在
氏
輯
列
女
停
序
」
で
は
、
童
日
中
に
太
函
を
稽
引
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
明
・
教
の
人
、
在
道
昆
の
撰
と
し
て
い
る
ハ
太
函
は
道
昆
の
競
、
ま
た
太
函
集
二
臼
二
十
容
の
集
名
)
。
ま
た
槙
修
四
庫
全
書
提
要
は
、
書

中
の
紀
年
が
寓
暦
葵
酉
(
一
五
七
三
)
に
止
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
菌
暦
中
、
突
酉
以
後
の
刻
列
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

門
自
を
分
た
ず
、
時
代
順
に
三
百
十
二
停
を
列
す
る
が
、
漢
以
前
は
劉
向
古
列
女
体
に
本
づ
き
、
た
だ
壁
嬰
俸
を
刷
去
し
て
い
る
。
ま
た

碩
も
刷
去
し
、
代
り
に
、
「
、
在
日
」
の
形
式
で
論
評
を
加
え
て
い
る
ハ
た
だ
し
全
俸
に
わ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〉
。

明
・
仇
英
の
描
く
と
こ
ろ
の
繕
聞
が
、
各
人
俸
の
前
に
雨
葉
に
跨
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

水
棲
牽
の
類
を
叢
く
を
善
く
し
、
秀
雅
鮮
麗
な
り
。
尤
も
士
女
を
巧
に
し
、
一
柳
采
生
動
、
明
時
工
筆
の
傑
た
り
」
と
評
さ
れ
た
人
で
、
こ
の

蓄
の
総
圃
も
衣
紋
の
曲
線
が
極
め
て
美
し
い
。

全
体
に
つ
い
て
、

仇
英
は
、
「
人
物
鳥
獣
山



H
H
 

歴
代
著
録
資
料
に
つ
い
て

漢
書
劉
向
停
及
び
麗
代
目
録
類
の
主
な
も
の
を
傘
、
げ
る
と
衣
の
通
り
で
あ
る
。

⑪
漢
書
容
三
十
六
楚
元
王
停
、
劉
向
停

向
賭
俗
繭
奪
淫
、
而
趨
衛
之
麗
起
微
賎
、
臨
謹
制
。
向
以
爵
王
教
由
内
及
外
、
自
近
者
始
。
故
採
取
詩
書
所
載
賢
妃
貞
婦
、
輿
園
顕

家
可
法
則
、
及
壁
嬰
範
亡
者
、
序
次
潟
列
女
停
、
凡
八
篇
、
以
戒
天
子
。

⑫
漢
書
容
三
十
華
文
志
、
諸
子
略
、
儒
家

劉
向
所
序
六
十
七
篇
。
八
注
〉
新
序
説
苑
世
説
列
女
停
頚
闘
也
。

⑬
陪
書
巻
三
十
三
経
籍
志
、
史
部
、
雑
停
解
説

漢
時
、
庇
倉
作
列
仙
闘
、
劉
向
典
校
経
籍
、
始
作
列
仙
列
土
列
女
之
停
。

⑭
陪
書
経
籍
志
、
史
部
、
雑
停

列
女
停
十
五
巻
、
劉
向
撰
、
曹
大
家
注

⑮
奮
唐
書
巻
四
十
六
経
籍
志
、
史
部
、
雑
停

列
女
偉
二
巻
、
劉
向
撰

⑬
新
唐
室
田
巻
五
十
人
審
文
志
、
史
録
、
雑
停
記
類

劉
向
列
女
停
十
五
巻
、
曹
大
家
注

⑪
崇
文
総
目
巻
二
停
記
類
上

-9ー
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列
女
俸
の
苅
木
及
び
顔
園
に
つ
い
て

列
女
体
十
五
巻
、
曹
大
家
注

⑬
郡
粛
讃
書
志
倉
九

古
列
女
体
入
品
位
、
績
列
女
停
一
容
、
漢
劉
向
撰

⑬
直
粛
量
百
録
解
題
容
七

古
列
女
停
九
巻
、
漢
護
都
水
使
者
光
藤
大
夫
劉
向
子
政
撰

@
文
献
遇
致

古
列
女
体
八
巻
、
績
列
女
体
一
巻

@
宋
史
巻
三
百
三
事
文
士
山
、
史
類
、
停
記
類

劉
向
古
列
女
倖
九
巻

- 10ー

@
四
庫
全
番
組
目
提
要
十
三
、
史
部
、
体
記
類
一

戸
古
列
女
体
七
窓
、
績
列
女
停
二
省
、
漢
劉
向
撰

な
お
、
も
明
史
書
文
志
は
明
一
代
ご
百
七
十
年
聞
の
各
家
の
著
述
を
録
す
る
も
の
で
、
営
時
の
現
存
書
目
録
で
は
な
く
、
こ
れ
に
代
る
も
の

に
焦
紘
の
園
史
経
籍
史
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
志
の
序
に
、
「
明
高
暦
中
、
修
撰
焦
拡
修
園
史
、
輯
経
籍
士
山
、
競
構
詳
博
。
然
延
閤
鹿
内
之

蔵
ラ
紘
亦
無
従
禰
賀
、
則
前
代
陳
編
、
何
窓
記
録
、
直
直
擾
拾
遺
問
、
翼
以
上
承
惰
士
山
、
而
贋
書
錯
列
、
徒
滋
謁
舛
」
と
非
難
さ
れ
て
い
る

書
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
書
に
列
女
停
十
五
巻
劉
向
撰
曹
大
家
注
を
載
せ
て
い
る
の
は
到
底
、
信
用
で
き
ず
、
明
ら
か
に
惰
志
よ
り
轄
載
し

た
も
の
広
す
ぎ
な
い
。



同

w

劉
向
奮
書
と
曹
大
家
注
本
に
つ
い
て

漢
書
劉
向
停
ハ
資
料
⑪
)

ま
た
、
漢
志
(
資
料
⑫
〉
の
班
国
自
注

に
撮
る
と
、
列
女
体
の
劉
向
編
輯
に
係
る
奮
書
は
「
凡
人
篇
」
で
あ
る
。

に
「
列
女
停
頚
闘
』
と
あ
る
か
ら
、
本
体
の
他
に
頚
と
給
圃
と
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
雨
者
の
闘
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と

い
う
と
、
清
・
在
遠
孫
は
こ
れ
に
つ
い
て
列
女
体
校
注
(
列
本
④
)
所
掲
の
識
語
の
中
で
、
衣
の
よ
う
に
推
定
じ
て
い
る
。

劉
向
列
女
体
、
有
頭
有
国
。
撮
漢
書
事
文
志
、
営
是
J

九
篇
。
停
七
篇
、
顕
一
篇
、
国
一
篇
。
本
体
言
八
篇
者
、
圏
不
数
也
。

「
凡
八
篇
」
の
内
容
は
、
母
儀
よ
り
掌
壁
に
至
る
七
篇
の
本
停
と
頚
一
篇
と
で
、
今
本
列
女
俸
は
す
べ
て
頚
を
各
人
体
の
後
に
各
箇
に
配
置

し
た
瞳
裁
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
劉
向
一
奮
書
の
韓
裁
は
、
頚
は
各
人
体
と
は
別
に
ま
と
め
て
一
篇
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
覆
宋
本

の
新
刊
古
列
女
停
(
列
本
②
〉
の
茶
騒
識
語
の
前
に
引
く
崇
文
純
白
に
も
、
「
按
向
作
列
女
体
八
篇
、
一
日
母
儀
、
二
日
賢
明
、
三
日
仁
智
、
四

八
日
俸
頚
」
と
あ
い
川
い
こ
の
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
O
A

日
貞
順
、

五
日
節
儀
、
六
日
薄
遇
、

七
目
撃
壁
、

-'-11ー

八
篇
の
中
に
園
は
数
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
結
闘
は
本
体
や
頒
と
は
別
に
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
根
操
を
在
遠
孫
は
示
じ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
補
足
す
る
の
に
次
の
資
料
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑮
七
略
別
録

そ
し
て
、
在
遠
孫
の
云
う
如
く
、

臣
向
興
黄
門
侍
郎
散
所
校
列
女
停
、
種
類
相
従
第
七
篇
、
以
著
珊
一
耐
柴
辱
之
数
、
是
非
得
失
之
分
、
叢
之
扉
風
四
堵
。

右
は
亡
侠
し
た
列
女
体
銀
録
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
種
類
相
偉
い
て
七
篇
と
帰
す
、
と
い
う
の
は
母
儀
よ
り
壁
嬰
に
至
る
七
門
の
分
類

が
、
劉
向
嘗
書
の
営
初
か
ら
の
瞳
裁
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
檎
闘
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
扉
風
四
堵
に
輩
く
と
云
い
、
文
章
に
著

わ
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
問
問
憶
に
も
訴
え
て
瑚
戒
と

L
た
の
で
あ
↑
る
。

こ
の
奮
書
の
韓
裁
は
後
漢
の
こ
ろ
に
改
め
ら
れ
た
ら
し
く
、

惰
志
川
(
資
料
⑬
)
で
は
曹
大
家
注
十
五
容
と
な
っ
て
い
る
。
山
田
回
文
締
目
(
資
料

北
大
ム
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
列
本
及
び
頚
聞
に
つ
い
て

⑫
〉
も
同
じ
く
曹
大
家
注
十
五
容
を
載
せ
て
お
り
、

こ
の
十
五
巻
本
は
宋
初
ま
で
通
行
し
て
い
た
ら
し
い
。

た
だ
十
五
巻
の
内
容
は
、
後
に
こ
の
十
五
容
本
を
整
理
編
定
し
た
北
宋
・
王
同
は
そ
の
古
列
女
体
序
の
中
で
、
世
に
行
わ
れ
て
い
る
班
氏

注
向
書
は
、
七
篇
の
各
篇
を
上
下
に
分
け
煩
と
井
せ
て
十
五
巻
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
か
ら
ハ
後
出
資
料
③
)
、
母
儀
よ
り
壁
嬰

に
至
る
七
門
の
分
類
に
お
い
て
は
襲
り
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
各
篇
の
中
に
は
劉
向
磐
田
書
に
は
元
来
、
無
か
っ
た
体
、
つ
ま
り
劉
向
以
後
に

他
人
の
手
に
よ
っ
て
増
附
さ
れ
た
部
分
も
含
ま
れ
て
い
て
、
向
が
書
の
本
然
に
非
ず
と
王
同
は
指
摘
し
て
い
る
。

漢
代
は
、
一
言
う
ま
で
も
な
く
儒
教
一
枇
舎
の
成
立
し
た
時
期
で
あ
る
が
、
後
漢
の
時
代
は
前
漢
に
比
し
て
は
る
か
に
理
教
に
巌
格
で
、
婦
女

に
劃
す
る
躍
簡
の
要
求
も
一
段
と
巌
し
く
、
後
宮
や
額
門
貴
族
の
婦
女
の
教
育
に
お
い
て
、
列
女
停
は
こ
の
要
求
を
満
た
し
て
恰
好
の
教
科

書
マ
あ
っ
た
。
後
漢
書
皇
后
紀
に
、
大
持
軍
梁
商
の
女
、
後
の
順
帝
梁
皇
后
は
、
「
常
に
列
女
闘
童
を
以
て
左
右
に
置
き
、
以
て
自
ら
監
戒
」

と
し
た
と
い
う
趨
話
が
見
え
る
が
、
こ
の
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
後
宮
の
女
師
と
も
い
う
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
曹
大
家
が
列
女
体
の
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注
を
作
っ
た
の
も
よ
く
諒
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

惰
書
経
籍
志
に
は
、
列
女
体
八
巻
高
氏
撰
、
列
女
億
六
巻
皇
甫
誼
撰
な
ど
を
載
せ
、
劉
向
列
女
体
に
倣
っ
て
、
お
そ
ら
く
劉
向
以
後
の
婦
人

俸
を
主
と
す
る
女
訓
の
書
が
、
後
漢
か
ら
貌
菅
一
に
か
け
て
数
多
く
作
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
曹
大
家
注
十
五
容
本
に
劉

向
以
後
の
婦
人
俸
が
増
附
さ
れ
て
い
く
の
は
、
こ
れ
ら
諸
列
女
俸
と
の
混
肴
に
よ
っ
て
起
る
営
然
の
過
程
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

惰
童
日
経
籍
志
に
は
、
注
樺
書
と
し
て
曹
大
家
注
十
五
容
の
他
に
、
列
女
体
七
窓
越
母
注
が
あ
り
、
こ
れ
に
撮
る
と
、
各
篇
を
上
下
に
分
か

た
な
い
七
巻
本
も
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
母
儀
倖
よ
り
嬰
壁
俸
に
室
る
七

巻
で
、
頭
一
容
は
含
ん
で
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
如
く
、
貌
菅
の
頃
に
、
頭
は
劉
向
の
子
、
劉
散
の
作
で
あ
る
と
い
う
説

巻
十
五
の
頭
は
劉
散
撰
と
題
し
て
い
た
と
い
う
ハ
古
列
女
停
序
、
後
出
資
料
③
)
。
こ
の
よ

俸
を
生
じ
、

王
同
の
見
た
曹
大
家
注
十
五
倉
本
も
、



う
な
事
情
か
ら
顕
一
容
は
、
劉
向
の
本
俸
七
単
位
と
は
切
り
離
し
て
別
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
惰
志
に
、
列
女
俸
頚
一
巻
劉
散

撰
(
た
だ
し
今
本
列
女
俸
の
頚
と
は
異
る
|
|
後
遺
〉
、
列
女
体
頚
一
巻
曹
植
撰
、
列
女
停
讃
謬
襲
撰
が
あ
り
、
こ
れ
は
本
来
、
諸
列
女
体
の
中
の
い

ず
れ
の
頭
・
賛
な
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
頚
や
賛
が
本
停
と
は
別
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
惰
志
に
は
、
列
女
体
七
谷
義
母
齢
撰
が
あ
り
、
こ
れ
は
掛
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
南
朝
宋
・
袈
姻
の
史
記
集
解
に
引
か
れ
て
い
る
伐

文
二
僚
を
見
る
と
明
ら
か
に
注
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
趨
母
注
と
同
じ
く
七
谷
本
劉
向
列
女
停
の
注
樺
書
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
奮
唐
書

経
籍
志
に
は
酋
回
大
家
注
及
び
越
母
注
は
見
え
ず
、
列
女
停
七
巻
蒸
母
遼
撰
の
み
を
載
せ
、
新
唐
書
華
文
志
で
は
三
書
す
べ
て
を
載
せ
て
い
る

が
、
曹
大
家
注
本
の
記
載
形
式
が
劉
向
列
女
体
十
五
巻
〔
自
注
〕
曹
犬
家
注
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
他
の
二
書
は
、
暴
母
遼
列
女
体
七

巻
、
越
母
列
女
体
七
容
と
な
っ
て
い
て
、
注
樺
幸
一
冒
と
し
て
の
記
載
形
丸
り
と
っ
て
い
な
い
。
宋
初
に
は
お
そ
ら
く
、
曾
輩
の
い
わ
ゆ
る
録
の

み
有
っ
て
亡
ん
だ
書
で
ハ
古
列
女
俸
目
録
序
、
後
出
資
料
⑧
〉
、

欧
陽
惰
も
実
際
に
は
こ
れ
ら
を
見
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
二
書
は
崇
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文
組
目
に
は
無
い
。

な
お
、
馬
融
も
列
女
俸
の
注
を
作
っ
た
こ
と
が
後
漢
書
馬
融
俸
に
見
え
る
。
馬
融
は
曹
大
家
と
同
郡
の
出
身
で
、
営
時
、
漢
書
が
世
に
出

て
開
も
な
い
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
通
達
し
て
い
る
者
が
少
な
く
、
曹
大
家
の
閣
下
に
伏
し
て
漢
書
の
讃
み
を
受
け
た
。
後
、
馬
融
の
兄
、
馬
績

は
曹
大
家
を
縫
い
で
漢
書
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、
曹
大
家
が
女
誠
七
篇
を
書
き
上
げ
る
と
、
馬
融
は
大
層
、
感
心
し
て
妻
や
娘
に
簡
み

習
わ
せ
た
と
い
う
。
後
漢
書
列
女
体
(
曹
世
叔
妻
俸
)
に
は
右
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
載
せ
、
二
人
の
間
柄
の
師
弟
関
係
に
も
似
た
親
交
の

程
が
窺
え
る
。
あ
る
い
は
二
人
の
こ
の
よ
う
な
闘
係
や
闘
心
が
、
同
じ
く
列
女
俸
の
注
を
作
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

帥

曾
輩
編
定
本
に
つ
い
て

北
大
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列
女
俸
の
河
本
及
び
煩
闘
に
つ
い
て

奮
唐
書
経
籍
志
に
は
曹
大
家
注
十
五
谷
本
が
無
く
、
列
女
体
二
単
位
劉
向
撰
が
見
え
る
(
資
料
⑮
)
。

序
か
ら
見
て
、
惰
書
経
籍
志
に
見
え
る
列
士
体
二
容
劉
向
撰
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
新
唐
書
華
文
志
は
こ
れ
を
正
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
奮
唐
志
に
は
劉
向
列
女
俸
を
閥
く
こ
と
に
な
る
が
、
蹴
陽
傍
は
新
麿
志
で
こ
の
遺
漏
を
補
い
、
劉
向
列
女
停
十
五
巻
曹
犬
家
住

を
載
せ
て
い
る
(
資
料
⑮
〉
。

欧
陽
僑
門
下
の
曾
輩
は
、
嘉
一
冊
二
年
(
一

O
五
七
)
、
進
士
に
及
第
し
、
召
さ
れ
て
編
校
史
館
書
籍
の
任
に
営
っ
た
(
宋
史
巻
三
一
九
)
。
こ
の

時
、
秘
閣
書
籍
の
整
理
に
携
わ
り
、
主
と
し
て
史
書
の
目
録
序
を
多
く
書
い
た
、
情
そ
の
中
、
列
女
体
の
編
定
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
者
数
及
び
排
列
の
順

劉
向
所
殺
列
女
体
、
凡
八
篇
。
事
具
漢
書
向
列
倖
。
而
情
書
及
崇
文
総
目
、
皆
稽
向
列
女
体
十
五
篇
曹
大
家
注
。
以
頭
義
政
之
、
蓋
大

家
所
注
、
離
其
七
篇
震
十
四
、
興
頚
義
凡
十
五
篇
。
市
益
以
陳
嬰
母
及
東
漢
以
来
凡
十
六
事
。
非
向
書
本
然
也
。
蓋
向
欝
書
之
亡
久
失
。

嘉
一
冊
中
、
集
賢
校
理
蘇
頚
始
以
顔
義
篇
次
、
復
定
其
書
混
入
篇
、
輿
十
五
篇
並
碕
於
館
閣
。
而
惰
書
以
頭
義
篇
劉
散
作
、
輿
向
列
停
不

合
。
今
験
頚
義
之
文
、
蓋
向
之
自
殺
。
叉
喜
文
志
有
向
列
女
停
頚
圃
、
明
非
歓
作
也
。
自
唐
之
乱
、
古
書
之
在
者
少
失
。
市
唐
志
録
列

女
体
凡
十
六
家
、
至
大
家
注
十
五
篇
者
、
亦
無
録
。
然
其
書
今
在
。
則
古
或
有
録
市
亡
、
或
無
録
市
在
者
、
亦
衆
失
。
非
可
惜
哉
。
今

校

健

其

入

篇

及

十

五

編

者

己

定

。

可

繕

潟

。

ハ

以

下

略

)

編

校

舘

閣

書

籍

臣

曾

輩

序
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@
古
列
女
体
目
録
序

前
項
伺
で
述
べ
た
曹
大
家
注
、
馬
融
注
、
越
母
注
、
碁
母
遼
注
の
、
後
漢
か
ら
説
晋
に
か
け
て
の
時
期
に
作
ら
れ
た
諸
注
諸
本
の
う
ち
、

曾
輩
の
時
に
存
し
て
い
た
の
は
曹
大
家
注
十
五
倉
本
の
み
で
あ
っ
ー
た
。
し
か
し
、
曹
大
家
注
本
に
は
後
人
の
増
附
し
た
部
分
も
あ
っ
て
劉
向

書
の
本
然
を
失
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
校
訂
し
て
奮
書
の
瞳
裁
に
編
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。



た
だ
、
管
輩
自
身
が
こ
の
編
定
作
業
に
賓
際
ど
れ
ほ
ど
闘
興
し
た
の
か
詳
か
で
な
い
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
は
あ
る
が
(
嘉
一
施
中
〉
、
曾
輩
よ

り
以
前
に
、
集
賢
校
理
蘇
頚
が
頭
一
篇
の
順
衣
に
よ
っ
て
本
停
を
八
篇
に
編
定
し
直
し
た
の
が
始
め
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
二
人

の
作
業
は
個
人
的
な
仕
事
で
は
な
く
、
舘
閣
書
籍
の
編
校
と
い
う
朝
廷
事
業
の
一
環
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
右
の
目
録
序
に
は
「
編
校
舘
聞

書
籍
臣
官
輩
」
と
署
し
て
い
る
し
、
編
定
後
の
八
篇
本
が
薗
田
大
家
注
十
五
自
信
本
と
並
ん
で
館
閣
に
蔵
さ
れ
た
と
い
う
事
賓
も
こ
の
推
測
を
裏

付
け
る
。

こ
れ
に
劃
し
て
玉
岡
は
、
嘉
一
耐
末
年
、

不
遇
退
居
中
に
個
人
的
な
闘
心
か
ら
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
更
に
肌
理
細
か
く
編
定
し
た
。

宋
元
開
申
案
に
よ
る
と
、
王
同
は
曾
輩
と
同
じ
く
蹴
陽
僑
門
下
で
、
共
に
文
患
を
以
て
名
が
あ
っ
た
(
容
四
、
王
枠
材
致
〉
。
王
同
の
文
集
、
王

深
父
文
集
に
曾
輩
は
序
を
寄
せ
、
「
王
深
父
は
吾
が
友
で
あ
る
」
と
書
き
出
し
て
、
二
人
の
親
交
の
深
さ
を
窺
わ
せ
る
。

次
に
掲
げ
る
王
同
古
列
女
停
序
に
は
、
官
職
の
肩
書
き
が
無
く
、
序
末
の
日
付
け
は
嘉
一
腕
八
年
三

O
六
三
)
九
月
二
十
八
日
で
、
宋
史
儒

林
停
(
翁
四
三
二
王
同
俸
)
及
び
王
深
矢
文
集
序
に
よ
る
と
そ
の
頃
、
王
同
は
官
を
辞
し
て
穎
州
に
退
居
し
て
い
る
不
遇
の
時
期
で
あ
っ
た
。
退

居
の
事
情
は
詳
か
で
な
い
が
、
進
士
に
中
第
し
て
衛
異
牒
の
知
事
と
な
り
、
し
か
し
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
病
を
帯
し
て
自
ら
兎
ぜ
ら
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れ
た
と
云
う
。

し
か
し
朝
廷
に
は
推
薦
者
が
多
く
、

や
が
て
南
頓
嬬
の
知
事
を
拝
し
た
が
、

辞
令
が
届
い
た
時
に
は
不
幸
に
も
卒
し
て
い

た
。
治
卒
二
年
ハ
一

O
六
五
)
七
月
二
十
八
日
、
年
四
十
有
三
の
天
逝
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
判
断
す
る
と
、
列
女
俸
の
編
定
は
館
閣
書
籍
編
校
の
一
環
と
し
て
、
蘇
頭
・
管
輩
に
よ
っ
て
一
腹
の
整
理
を
終
っ

た
後
、
曾
輩
と
の
個
人
的
な
繋
が
り
か
ら
か
、
王
同
が
こ
れ
を
完
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
賓
質
的
に
は
王
同
編
定
本
と
稽
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
じ
か
し
、

後
の
人
、
南
宋
・
察
臆
は
こ
の
時
に
編
定
し
た
テ
キ
ス
ト
を
曾
校
書
と
呼
ん
で
い
る
の
で
(
後
出
資
料
⑧
)
、

こ
こ
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
管
輩
編
定
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
に
縫
っ
て

北
大
文
学
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紀
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列
女
俸
の
河
本
及
び
頚
留
に
つ
い
て

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
推
測
の
も
と
に
王
悶
の
序
を
請
む
と
、
品
目
輩
序
に
比
べ
て
よ
り
一
一
層
、
編
定
作
業
の
詳
細
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

@
古
列
女
体
序

古
列
女
体
八
篇
、
劉
向
所
序
也
。
向
矯
漢
成
帝
光
総
大
夫
、
営
越
后
妨
梯
嬰
議
時
、
奏
此
書
、
以
調
宮
中
。
其
文
美
刺
詩
書
巳
来
女
徳

善
悪
、
繋
於
家
園
治
乱
之
殺
者
。
故
有
母
儀
、
賢
明
、
仁
智
、
貞
慢
、
節
義
、
株
遇
、
撃
嬰
等
篇
。
而
各
頚
其
義
、
圃
其
版
、
綿
篤
卒
篇
。

体
如
太
史
公
記
、
顔
如
詩
之
四
言
、
市
岡
矯
扉
風
云
。
然
世
所
行
班
氏
注
向
書
、
乃
分
体
毎
篇
上
下
、
弁
頚
第
十
五
巻
。
其
十
二
体
無

頭
、
三
体
其
同
時
人
、
五
体
其
後
人
、
而
通
題
日
向
撰
、
題
其
頚
日
向
子
散
訳
。
輿
漢
史
不
合
。
故
崇
文
輸
相
目
以
陳
嬰
母
等
十
六
体
震

後
入
所
附
。
予
以
煩
政
之
、
毎
篇
皆
十
五
侍
耳
。
則
凡
無
頭
者
、
宜
皆
非
向
所
奏
書
。
不
特
自
陳
嬰
母
震
断
也
。
頭
有
巌
門
倉
公
女
等
、

亦
漢
時
人
、
而
秦
己
上
女
史
見
於
他
書
、
市
此
顧
不
録
者
猶
衆
。
亦
不
特
周
郊
婦
等
四
人
而
巳
。
頭
之
、
書
一
之
扉
風
、
而
史
有
顔
圏
在

八
篇
中
。
今
直
秘
閣
自
給
叔
、
集
賢
校
理
蘇
子
容
、
象
山
令
林
衣
中
、
各
言
嘗
見
母
儀
賢
明
四
容
於
江
南
人
家
、
其
養
一
露
古
侃
服
、
而

各
題
其
頚
像
側
。
然
崇
文
及
三
君
、
北
瀞
諸
蹴
書
家
、
皆
無
此
本
。
不
知
、
其
体
果
向
之
頭
闘
鰍
、
抑
後
好
事
者
、
操
其
頚
取
古
側
服

而
園
之
歎
。
莫
得
而
一
民
日
。
余
讃
向
書
、
毎
愛
其
文
、
嘉
其
志
、
而
惜
其
所
序
散
亡
脱
纏
於
千
歳
之
開
、
幸
存
而
完
者
此
一
書
耳
。
復

震
他
手
質
疑
於
其
買
。
故
井
録
其
目
、
而
以
煩
詮
之
、
側
混
入
篇
、
枕
古
列
女
体
。
蓋
凡
以
列
女
名
書
者
、
皆
租
之
劉
氏
故
云
。
蝕
二

十
体
、
其
文
亦
奥
雅
可
喜
、
非
観
音
諸
史
研
能
作
也
。
故
叉
自
周
郊
婦
至
東
漢
梁
嬉
等
、
以
時
決
之
、
別
震
一
篇
、
抗
績
列
女
体
。

嘉
一
附
八
年
九
月
二
十
八
日
長
築
玉
岡
序
井
撰

(
以
下
略
)

曹
大
家
注
本
に
は
後
人
の
増
附
し
た
陳
嬰
母
以
下
十
六
体
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
崇
文
総
目
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る

市
王
同
は
更
に
煩
義
の
無
い
も
の
は
す
べ
て
劉
向
遊
園
書
で
は
な
い
と
し
、
都
合
二
十
俸
を
削
去
し
た
。

こ
う
し
て
劉
向
の
奮
に
復
原
し
た
古
列
女
俸
は
、
毎
篇
十
五
体
で
今
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

た
だ
顔
は
各
人
体
と
は
分
れ
て
別
に
ま
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と
め
ら
れ
て
お
り
、
本
体
七
篇
、
頚
一
篇
、
合
せ
て
八
篇
で
あ
る
。
ま
た
叩
去
し
た
二
十
停
は
別
に
績
列
女
体
一
篇
と
し
て
附
し
た
か
ら
、

結
局
、
骨
堂
編
定
本
は
都
合
、
九
篇
で
あ
っ
た
。
第
H
M
項
に
掲
げ
た
歴
代
書
自
の
う
ち
、
郡
粛
讃
書
志
(
資
料
⑬
)
、
直
新
書
鋒
解
題
〈
資
料

⑬
〉
、
文
献
遇
虫
(
資
料
⑫
)
、
宋
史
事
文
志
(
資
料
⑧
)
の
各
目
録
は
、
皆
こ
の
九
篇
本
を
著
録
し
て
い
る
。

元
・
馬
端
臨
の
文
献
遇
政
経
籍
孜
は
、
ほ
と
ん
ど
郡
粛
読
書
志
と
直
一
情
書
鈴
解
題
と
を
基
に
し
て
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
文

献
通
放
の
盛
代
制
度
史
の
記
録
は
南
宋
嘉
定
末
年
三
二
二
回
)
ま
で
で
終
っ
て
い
る
か
ら
、
曾
輩
編
定
時
の
嘉
一
耐
八
年
以
降
、
少
な
く
と
も

こ
の
嘉
定
年
閉
ま
で
は
曾
輩
編
定
九
篇
木
が
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
一
方
、
曹
犬
家
注
十
五
倉
本
は
、
嘉
一
耐
以
後
も
曾
輩
編
定
本
と

並
ん
で
館
閣
に
識
さ
れ
て
い
た
が
(
資
料
⑧
)
、
崇
文
総
日
を
最
後
と
し
て
目
録
か
ら
姿
を
消
し
、

輩
編
定
本
の
流
行
に
つ
れ
て
亡
ん
だ
ら
し
い
。

郡
粛
説
書
志
に
は
見
え
ず
、
こ
の
聞
に
曾

伺

薬
醸
刻
本
に
つ
い
て
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南
宋
嘉
定
七
年
(
一
二
一
四
)
に
武
夷
の
人
、
茶
棋
が
列
女
停
を
刻
刊
し
た
。
そ
の
識
語
に
次
の
よ
う
に
云
う
。

@
茶
醸
識
語

謹
按
、
列
女
体
頭
義
大
序
小
序
及
頭
、
或
者
皆
以
矯
劉
向
子
劉
散
作
。
臨
謹
按
、
惰
書
崇
文
総
目
及
木
朝
曾
校
書
序
、
則
非
散
作
明
奏
。

然
崇
文
総
目
、
則
以
鶴
二
十
体
無
頭
、
附
入
向
七
篇
中
、
分
上
下
露
一
十
四
篇
、
弁
体
顕
一
篇
、
共
成
一
十
五
篇
。
今
人
則
以
向
所
撰

列
女
停
七
篇
、
井
績
列
女
体
二
十
停
露
一
篇
、
共
計
八
篇
。
今
止
依
此
。
持
頚
義
大
序
列
於
目
録
前
、
小
序
七
篇
散
見
目
録
中
問
、
、
頚

見
各
人
体
後
。
翻
者
宜
詳
察
君
。
嘉
定
七
年
甲
戊
十
二
月
初
五
日
、
武
夷
察
駿
孔
頁
拝
手
謹
書
。

右
の
文
の
中
で
、
曹
大
家
注
十
五
倉
本
に
つ
い
て
は
崇
文
純
白
に
撮
っ
て
説
明
し
て
い
る
か
ら
、
茶
時
棋
の
時
に
は
す
で
に
賓
際
に
は
見
る

北
大
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
刊
本
及
び
頒
圃
に
つ
い
て

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。
従
っ
て
そ
の
刻
刊
に
は
曾
輩
編
定
本
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
パ
慕
騨
は
こ
の
時
、
少
し
く
韓

裁
を
掛
使
え
た
。

曾
輩
編
定
本
は
、
頭
は
ま
と
め
て
一
篇
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
頚
一
篇
の
内
容
は

j

右
の
蒸
蝶
識
語
か
ら

判
断
す
る
と
、
頭
義
大
序
一
章
、
頚
義
小
序
七
章
、
頭
一
百
五
章
の
構
成
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
姦
膜
は
こ
の
頭
一
篇
を
分
割
分
散
し
て
目
録

や
本
体
七
篇
の
中
に
組
み
込
ん
だ
。
卸
ち
、
頭
義
大
序
一
章
は
目
録
の
前
に
置
き
、
頚
義
小
序
七
章
は
各
篇
各
人
体
目
録
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ

配
置
し
、
頭
一
百
五
章
は
本
体
各
人
俸
の
後
に
配
置
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
蒸
醸
刻
本
は
、
曾
輩
編
定
九
篇
本
ハ
古
列
女
俸
七
編
、
額
一
篇
、
績
列
女
俸
一
篇
)
に
封
し
、
古
列
女
体
七
篇
、
簡
列
女
体
一
篇
、

合
わ
せ
て
八
篇
と
な
っ
た
。
こ
の
韓
裁
は
今
本
の
覆
宋
本
ハ
河
本
①
②
)
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
明
刊
本
(
刊
本
⑤
⑥
⑦
)
は
頚
義

小
序
七
章
が
ひ
と
ま
と
ま
り
で
目
録
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
察
騨
刻
本
と
わ
ず
か
に
異
な
る
。
な
お
今
本
は
す
べ
て
頚
義
大
序
一

章
を
侠
去
し
て
い
る
。
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付

領
及
び
頚
の
作
者
に
つ
い
て

l
l附
・
旗
列
女
俸
の
作
者
に
つ
い
て
|
|

頭
と
は
、
文
韓
明
棒
・
頚
に
よ
る
と
、
「
詩
経
の
六
義
の
第
六
が
顕
で
あ
る
。
頭
の
義
は
容
で
、
盛
徳
の
形
容
を
美
み
し
、
そ
の
成
功
を
紳

明
に
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
商
頭
那
篇
や
周
頚
清
廟
之
什
の
諸
篇
は
み
な
紳
に
告
げ
る
詩
で
、
こ
れ
が
頭
の
正
瞳
で
あ
る
。
こ
れ

に
劃
し
魯
頚
翻
篇
、
関
宮
篇
な
ど
は
俸
公
を
頚
す
る
詩
で
、
こ
れ
は
頚
の
饗
瞳
で
あ
る
。
後
世
作
る
と
こ
ろ
の
顕
は
す
べ
て
饗
瞳
で
あ
る
。

頚
の
詞
は
散
文
を
用
い
た
り
、
韻
語
を
用
い
た
り
す
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。



列
女
俸
に
お
け
る
頭
に
つ
い
て
は
、
主
同
も
、
頭
は
詩
の
四
言
の
如
し
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
(
資
料
②
〉
、
詩
経
の
頚
を
倣
っ
た
も
の
で
、

文
瞳
明
簿
の
説
明
を
籍
り
れ
ば
、
そ
れ
は
額
の
費
慢
で
あ
り
、
各
停
に
お
け
る
婦
人
の
人
柄
や
事
績
を
美
み
し
、

四
言
入
句
の
韻
文
に
ま
と

め
た
賛
え
歌
で
あ
る
(
た
だ
し
、
健
一
委
俸
の
煩
は
畿
り
歌
と
で
も
言
う
べ
き
か
)
。

さ
て
、

こ
の
頚
日
で
始
ま
る
一
百
五
章
の
韻
文
が
、
今
本
の
よ
う
に
各
人
停
後
に
分
散
し
て
按
配
さ
れ
た
の
は
茶
騨
刻
本
以
後
で
、

そ
れ

以
前
は
一
篇
の
別
巻
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

い
ま
各
人
俸
の
一
体
ご
と
の
構
成
を
見
る
と
、
非
常
に
形
式
が
整
っ
て
い
る
。

(
玉
岡
序
、
資
料
③
〉
「
某
々
な
る
者
は
某
々
の
女
(
あ
る
い
は
母
、
夫
人
等
)
な
り
」
の
形
式
で
書
き
出
じ
、

ず
る
君
子
日
、
君
子
謂
形
式
の
論
評
が
あ
り
、
更
に
詩
経
の
詩
句
を
引
用
し
、
「
此
之
謂
也
」
で
結
ぶ
。
こ
の
君
子
日
形
式
の
論
評
は
、
す
で

に
左
俸
に
見
え
る
も
の
で
、
詩
経
の
詩
句
を
引
用
し
て
論
断
の
根
操
と
す
る
と
こ
ろ
も
左
停
と
同
じ
で
あ
る
。

俸
は
太
史
公
の
記
の
如
し
と
許
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

一
俸
の
終
り
に
は
太
史
公
日
に
相
営

つ
ま
り
、
列
女
停
の
各
人
体
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の
構
成
は
史
記
の
列
停
に
倣
い
、
結
び
の
論
評
は
左
停
に
倣
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、

は
、
唐
・
劉
知
幾
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
後
世
史
書
に
お
け
る
論
賛
の
先
駆
形
式
で
あ
る
ハ
史
通
容
四
論
賛
〉
。

君
子
日
形
式
が
史
記
の
太
史
公
日
や
漢
書
の
賛
日
に
相
営
す
る
と
す
れ
ば
、
頭
臼
形
式
は
史
記
の
太
史
公
自
序
や
漢
書
の
抜
体
に
相
営
す

る
で
あ
ろ
う
。
司
馬
遷
は
自
序
一
の
後
半
で
史
記
諸
篇
の
編
纂
意
園
を
列
悲
し
て
い
る
が
、
班
固
は
こ
れ
を
費
え
て
四
言
詩
の
韓
裁
に
じ
、

こ
れ
を
述
と
呼
ん
だ
。
列
女
俸
の
頭
目
は
樟
裁
上
、
裁
停
の
述
に
近
く
、
あ
る
い
は
殺
体
の
先
駆
形
瞳
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
後
漢
書
を

作
っ
た
指
嘩
は
こ
れ
を
賛
と
い
い
、
内
容
・
瞳
裁
と
も
に
殺
体
の
述
と
同
じ
な
の
に
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
本
体
篇
末
に
附
す
形
式
に
し
た
結

果
、
す
で
に
本
停
に
は
論
が
あ
っ
て
一
篇
が
結
ぼ
れ
て
い
る
上
に
、
更
に
賛
が
重
複
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
劉
知
幾
に
こ

れ
を
「
粛
李
の
南
北
史
、
大
唐
新
修
の
菅
史
、
皆
、
落
書
の
誤
り
に
依
り
、
本
篇
の
終
り
に
賛
有
り
。
夫
れ
巻
ご
と
に
論
を
立
つ
る
す
ら
其

こ
の
左
俸
の
君
子
日
や
史
記
の
太
史
公
団
形
式

北
大
文
学
部
紀
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列
女
俸
の
列
本
及
び
頚
園
に
つ
い
て

の
煩
す
で
に
多
な
る
に
、
論
に
嗣
ぐ
に
賛
を
以
て
し
、
騎
い
よ
い
よ
甚
し
。
ま
た
猶
ほ
文
士
の
、
碑
を
製
る
に
序
終
り
て
摘
出
ぐ
に
銘
に
日
く

を
以
て
し
、
四
伴
氏
の
、
法
を
演
ぶ
る
に
義
壷
き
て
宣
ぶ
る
に
偏
に
言
ふ
を
以
て
す
る
が
ご
と
し
。
有
し
く
も
史
を
撰
す
る
に
斯
く
の
若
く
ん

ば
、
輿
に
か
の
簡
要
を
議
す
る
に
難
き
者
な
り
」
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
列
女
俸
の
頚
日
を
各
人
体
末
に
分
散
配
置
し
た
察
、
駿
も
、
も
し
劉

知
幾
に
出
遇
っ
て
い
れ
ば
同
じ
識
り
を
受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

右
の
ご
と
く
、
各
人
俸
は
君
子
日
、
君
子
謂
で
一
俸
の
結
び
の
膿
裁
が
整
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
今
本
の
如
く
、
更
に
頚
日
形
式
の

結
び
は
屋
上
、
屋
を
架
す
の
類
で
九
元
来
、

必
要
が
な
い
。
従
っ
て
劉
向
の
替
に
お
け
る
頚
日
は
、
本
来
、

一
体
の
構
成
と
は
別
の
目
的
で

作
成
さ
れ
、
別
容
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

別
の
目
的
と
は
諦
誼
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
列
女
俸
の
制
作
目
的
は
後
宮
の
婦
道
確
立
と
教
化
に
あ
っ
た
(
資
料
⑪
〉
。
営
初
か
ら
後
宮
婦
人

の
教
育
を
念
頭
に
置
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
漢
に
入
っ
て
後
官
女
師
の
立
場
に
あ
っ
た
曹
大
家
が
注
を
作
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
競

耳
目
か
ら
宋
明
に
か
け
て
劉
向
列
女
俸
を
倣
っ
た
移
し
い
教
の
諸
列
女
体
、
女
訓
の
書
が
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
劉
向
列
女
体
は
後
宮

婦
人
教
育
の
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
こ
に
教
育
の
質
際
上
の
殺
果
に
資
す
る
た
め
、
四
言
八
句
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と
あ
り
、
孟
子
集
注
に
は
、
「
煩
語
、

の
韻
文
形
式
の
頚
を
別
に
作
り
、
暗
請
に
便
な
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
字
義
の
上
か
ら
も
説
文
段
注
ー
に
は
、
「
顕
之
潟
言
、
諦
也
、
容
也
」

通」

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
頚
日
の
頚
は
、
形
式
に
お
い
て
は
詩
粧
の
頭
の
饗
撞
で
あ
る
と
同
時
に
、

目
的
に
お
い
て
は
諦
請
の
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
劉
向
の
列
女
俸
制
作
に
か
け
た
意
気
込
み
は
徐
の
著
作
に
劃
す
る
も
の
と
は
全
く
異
っ
て
い
た
。
史
記
に
倣
っ
て

体
一
を
述
べ
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
詩
の
四
言
を
籍
り
て
こ
れ
を
調
讃
せ
し
め
、
更
に
は
こ
れ
を
扉
風
四
堵
に
登
く
(
資
料
③
)
と
一
云
う
如
く
、

叫
問
党
に
ま
で
も
訴
え
て
鑑
戒
に
し
よ
う
と
い
う
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
の
で
あ
る
。



な
お
、
今
、
北
京
故
宮
博
物
院
所
臓
の
菅
・
顧
凱
之
列
女
体
聞
に
は
、

時
の
扉
風
重
に
も
頚
が
題
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

一
段
の
場
面
が
終
る
と
必
ず
頭
が
題
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
漢

以
上
の
如
く
、
頭
は
本
停
七
篇
と
は
離
れ
て
調
立
し
た
一
篇
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
頭
一
篇
は
劉
款
の
作
で
あ

る
と
い
う
説
停
を
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
惰
書
経
籍
志
は
、
劉
向
撰
列
女
体
十
五
巻
(
資
料
⑭
)
の
他
に
、
衣
の
一
容
を
著
録
し
て
い
る
。

列
女
体
煩
一
容
、
劉
散
撰

王
同
序
に
「
漢
史
と
合
は
ず
」
と
云
い
(
資
料
③
〉
、
曾
輩
序
に
も
「
惰
書
は
頚
義
を
以
て
劉
散
の
作
と
震
す
、
向
の
列

俸
と
合
は
ず
。
今
、
碩
義
の
文
を
験
す
る
に
、
蓋
し
向
の
自
ら
抜
す
る
な
り
。
又
、
華
文
志
に
向
の
列
女
体
頚
園
有
り
、
明
ら
か
に
款
の
作

に
非
ざ
る
な
り
」
と
い
っ
て
陪
志
を
斥
け
て
い
る
(
資
料
⑧
)
。

こ
れ
に
つ
い
て
、

た
だ
、
日
兆
公
武
は
惰
志
を
信
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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@
郡
粛
讃
書
志
品
位
九

公
武
按
、
惰
経
籍
志
有
劉
向
列
女
体
十
五
巻
、
叉
有
劉
散
列
女
体
顔
、
又
有
項
原
列
女
後
体
。
今
回
醐
此
書
震
入
篇
、
以
合
漢
史
得
之

失
。
至
於
疑
頚
非
散
作
。
蓋
困
頚
錨
之
言
爾
、
則
未
必
然
也
。
二
十
体
量
項
原
所
作
耶
。

王
同
が
麿
・
顔
捕
(
字
は
師
古
)
注
の
方
に
依
撮
し
て
惰
志
の
「
列
女
体
額
一
春
、
劉
散
撰
」
を
疑
う
の
は
誤
り
で
あ
る
と
云

う
が
、
こ
れ
は
昆
公
武
の
誤
解
で
あ
る
。
昆
公
武
が
指
し
て
顔
鋪
注
と
い
う
と
こ
ろ
の
漢
書
事
文
志
の
劉
向
所
序
六
十
七
篇
の
下
注
、
「
新

(忽〉

序
説
苑
世
説
列
女
体
頭
園
也
」
(
資
料
⑫
)
の
文
は
師
古
田
が
な
く
、
明
ら
か
に
班
固
の
自
注
で
あ
る
か
ら
、
王
同
が
惰
志
を
棄
て
て
漢
志
に

従
う
の
は
営
然
の
こ
と
で
、
晃
公
武
の
非
難
は
営
ら
な
い
。
四
庫
提
要
は
、
頭
が
劉
散
作
と
誤
り
停
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
顔
氏
家

訓
か
ら
で
あ
る
と
次
の
よ
う
に
い
う
。

晃
公
武
は
、

北
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列
女
俸
の
列
本
及
び
頚
園
に
つ
い
て

四
庫
全
書
組
問
提
要
十
ニ
、
史
部
雑
停
、
古
列
女
俸
の
項

考
顔
氏
家
訓
、
稿
列
女
倖
劉
向
壁
砲
、
其
子
飲
叉
作
物
是
調
停
一
組
露
散
作
、
始
於
六
朝
。
僑
惰
志
時
、
去
之
推
僅
四
五
十
年
、
襲
其

諜
耳
。
量
可
謹
以
駁
漢
書
乎
。

し
か
し
、
劉
向
の
頚
と
は
全
く
別
の
列
女
倖
頚
を
劉
散
が
作
っ
た
と
い
う

可
能
性
は
あ
る
。
と
い
う
の
は
惰
志
に
は
列
女
停
顕
一
審
劉
款
撰
の
他
に
、
列
女
体
顕
一
容
曹
植
撰
、
列
女
体
讃
一
容
謬
襲
撰
を
載
せ
て
お

り
、
先
人
の
作
っ
た
列
女
体
ハ
必
ず
し
も
劉
向
列
女
俸
と
は
限
ら
な
い
〉
に
謝
し
て
頭
や
賛
を
作
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
賞
際
に
、
劉
向
古
列
女
停

の
頚
の
後
に
自
作
の
賛
を
附
し
て
い
る
刊
本
が
存
在
す
る
(
列
本
⑦
)
。
清
・
挑
振
宗
は
惰
志
の
劉
散
撰
と
著
録
さ
れ
た
列
女
停
頚
に
つ
い
て

こ
こ
で
惰
志
は
家
訓
の
誤
り
を
襲
っ
た
と
断
定
し
て
い
る
が
、

漢
書
喜
文
志
拾
補
巻
二
諸
子
略
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次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

按
漢
志
注
一
五
列
女
体
顔
圏
、
是
頭
亦
劉
向
撰
。
惰
志
別
出
劉
散
額
一
答
。
興
日
本
園
書
町
伊
載
向
。
文
選
思
玄
賦
注
引
劉
散
列
女
倖
一
鎖

国
、
材
女
修
身
、
康
親
善
感
。
今
本
無
此
文
、
知
別
混
一
書
、
巴
久
亡
失
。

楕
志
劉
歓
列
女
倖
頭
一
容
は
、
劉
向
列
女
体
頚
と
は
全
く
別
の
一
書
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
指
摘
が
正
し
い
と
す
る

な
ら
ば
、
同
じ
晴
志
の
曹
大
家
注
十
五
容
本
を
賓
際
に
見
て
こ
れ
を
編
定
し
直
し
た
王
聞
の
報
告
に
よ
る
と
、
本
停
に
は
通
じ
題
し
て
劉
向

つ
ま
り
劉
向
撰
列
女
停
の
頭

そ
の
顔
に
題
し
て
劉
散
撰
と
日
う
と
云
っ
て
い
る
か
ら
(
資
料
③
)
、
一
府
者
の
聞
に
混
乱
が
起
る
。

撰
と
日
い
、

一
単
位
は
劉
款
撰
で
、
更
に
劉
款
は
そ
の
他
に
別
の
列
女
停
額
一
単
位
を
作
っ
た
と
い
う
、
到
底
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
結
論
に
達
し
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

結
局
、
陪
志
の
列
女
体
額
三
省
劉
款
撰
と
は
、

四
庫
提
要
の
言
う
よ
う
に
顔
氏
家
訓
の
誤
り
を
襲
っ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
挑
振
宗



の
指
摘
す
る
と
お
り
劉
向
列
女
俸
の
頚
と
は
全
く
別
の
一
書
な
の
か
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
未
だ
詳
か
で
は
な
い
が
、
劉
向
列
女
体
は
木
停

も
頭
も
共
に
劉
向
の
撰
で
あ
る
こ
と
は
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

績
列

喜(附

容
tま

績
列
女
俸
の
作
者
に
つ
い
て

王
同
が
曹
大
家
注
十
五
巻
の
中
か
ら
頭
の
無
い
二
十
俸
を
後
人
の
増
附
と
考
え
、
し
か
し
、
「
そ
の
文
ま
た
奥
雅
、
喜

ぶ
ベ
く
、
時
を
以
て
こ
れ
を
次
し
司
別
に
一
篇
と
震
じ
」
た
も
の
で
あ
る
(
資
料
③
〉
。
従
っ
て
そ
の
撰
者
を
詳
か
に
す
る
の
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
が
、
日
兆
公
武
は
項
原
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
(
資
料
⑫
〉
。
そ
の
根
操
は
惰
志
で
あ
る
。

情
書
経
籍
志
、
史
部
、
雑
俸
の
中
か
ら
列
女
俸
の
名
を
冠
す
る
書
物
を
列
拳
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

列
女
停
十
五
品
位
、
劉
向
撰
、
曹
大
家
注
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列
女
停
七
袋
、
祖
母
注

列
女
停
八
巻
、
高
氏
撰

列
女
俸
額
一
巻
、
劉
散
撰

列
女
俸
頭
一
省
、
曹
植
撰

列
女
停
讃
一
巻
、
纏
襲
撰

列
女
後
停
十
巻
、
項
原
撰

列
女
停
六
省
、
皇
甫
謹
撰

列
女
停
七
品
位
、
莱
母
遼
撰

北
大
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
列
本
及
び
煩
闘
に
つ
い
て

列
女
体
要
録
三
省

劉
向
撰
の
他
に
諸
種
の
撰
注
が
あ
る
中
か
ら
、
項
原
を
綾
列
女
悼
の
撰
人
に
擬
す
る
根
擦
は
、

わ
ず
か
に
後
の
一
字
に
あ
る
だ
け
で
、
昆

公
武
も
「
量
に
項
原
の
作
る
所
な
ら
ん
か
」
と
い
う
如
く
、
推
定
の
域
を
出
て
い
な
い
。

四
庫
提
要
が
今
本
列
女
体
に
つ
い
て
、
「
今
前
七

容
及
び
頭
は
向
が
名
を
題
し
、
績
博
一
容
は
則
ち
撰
人
を
署
せ
ず
。
そ
の
貫
を
核
す
こ
と
を
庶
幾
ふ
も
疑
は
し
き
所
は
醐
く
」
と
述
べ
る
と

こ
ろ
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
…

{日

固
に
つ
い
て

1

1
鮒
・
菅
原
凱
之
列
女
停
闘
に
つ
い
て
|
|
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漢
志
に
見
え
る
列
女
体
頚
園
(
資
料
⑫
)
の
う
ち
、
闘
は
八
篇
の
中
に
含
ま
れ
て
な
く
、
七
略
別
録
に
よ
る
と
梓
風
四
堵
に
叢
か
れ
て
い
た

と
い
う
ハ
資
料
⑫
〉
。
場
は
崎
壁
で
、
四
堵
と
は
四
方
の
壁
面
を
指
す
の
か
壁
間
笠
原
さ
を
指
す
の
か
、
定
か
で
な
い
が
、
と
も
か
く
鮮
風
や

宮
室
の
壁
聞
に
菱
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

い
っ
た
い
、
漢
代
に
お
け
る
宮
殿
や
宗
廟
を
飾
る
壁
書
一
の
喜
一
題
は
、
儒
教
的
勘
戒
を
目
的
と
し
た
人
物
園
が
殊
に
多
い
。
最
も
有
名
な
の

は
宜
帝
の
名
臣
闘
で
あ
る
。
宣
帝
甘
露
三
年
(
前
五
一
)
、
旬
奴
の
草
子
が
入
朝
し
た
と
き
、
上
は
股
肱
の
功
臣
を
表
彰
す
る
た
め
、
願
麟
閣

官
爵
姓
名
を
署
し
向
〉
(
漢
書
容
五
四
蘇
武
俸
)

0

に
伺
像
登
を
描
き
、

「
闘
叢
其
人
於
麟
麟
閣
」
と
あ
る
か
ら
お
そ
ら
く
こ
れ
は
壁
叢
で
あ
る
。

紫
育
界
之
、
帯
一
古
烈
土
、
重
行
書
賛
」
ハ
漢
官
典
職
儀
式
選
用
)
と
、
壁
撃
の
手

ま
た
茶
質
は
「
尚
書
奏
事
於
明
光
殿
省
中
、
皆
以
胡
粉
塗
壁
、

法
も
伴
え
て
い
る
。

茶
質
の
文
で
注
目
す
べ
き
は
、
烈
土
闘
に
は
賛
、
が
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
顧
凱
之
列
女
停
聞
は
人
物
像
の
側



に
頚
が
題
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
こ
の
顧
園
列
女
俸
は
、
清
・
院
一
耐
に
よ
る
と
漢
時
の
扉
風
列
女
聞
に
本
づ
く
と
さ
れ
る
か
ら
(
第
肘
項
参
照
)
、

昨
風
・
四
堵
の
列
女
闘
に
も
そ
の
営
初
か
ら
頚
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
的
煩
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
頚
の
制
作
目
的

白
樺
、
輩
賛
の
た
め
と
い
う
一
側
面
を
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
列
女
体
は
全
部
で
一
百
五
体
あ
る
。
顧
凱
之
列
女
体
圃
の
残
容
は
、

わ
ず
か
人
体
、

八
段
の
場
面
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、

そ
の

闘
中
の
人
物
は
合
計
二
十
八
人
を
数
え
る
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、

一
百
五
体
で
は
三
百
七
十
人
ほ
ど
の
人
物
闘
が
描
か
れ
る
勘
定
に
な

り
、
全
部
を
描
く
の
は
少
し
無
理
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
界
風
・
四
堵
に
世
一
同
一
い
た
の
は
お
そ
ら
く
そ
の
主
要
場
面
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と

す
れ
ば
一
百
五
体
全
闘
は
別
に
絹
本
と
し
て
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
漢
書
皇
后
紹
順
烈
梁
皇
后
俸
に
、
「
常
以
列
女
闘

葺
置
於
左
右
、
以
自
監
戒
。
〈
李
賢
注
〉
劉
向
撰
列
女
体
八
篇
、
闘
堂
前
一
其
象
」
と
あ
る
が
、
こ
の
園
査
は
あ
る
い
は
絹
本
だ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

列
女
体
額
閏
の
う
ち
、
列
女
体
凡
人
篇
と
い
っ
て
(
資
料
⑪
)
、
闘
を
数
え
な
い
の
は
、
劉
向
自
身
が
檎
筆
を
執
っ
た
わ
け
で
は
な
く
重
人
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に
描
か
せ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、

一
つ
に
は
、
絹
本
の
容
敬
一
が
多
く
、
別
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

顧
凱
之
列
女
停
圃
残
巻
は
仁
智
体
中
の
人
体
、
八
段
の
約
闘
で
一
容
と
な
っ
て
お
り
、
次
項
刊
で
述
べ
る
江
南
本
列
女
体
闘
の
残
容
は
母
儀

・
賢
明
の
ニ
篇
三
十
停
で
回
答
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
も
単
純
に
計
算
し
て
、
七
篇
一
百
五
体
で
は
十
二
乃
至
十
回
答
程
度
の
量
と
な
ろ
う
。

今
、
日
本
国
見
在
室
回
目
録
に
列
女
停
闘
十
二
容
が
見
え
、
こ
の
闘
が
、
顧
凱
之
の
描
い
た
も
の
か
一
合
か
は
測
り
ょ
う
も
な
い
が
、
十
二
と
い

う
容
数
か
ら
推
し
て
、
列
女
体
全
闘
の
完
本
が
我
が
聞
に
伴
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

以
上
の
如
く
、
列
女
停
の
文
章
は
書
寓
さ
れ
て
普
通
に
行
わ
れ
る
が
、
新
聞
は
模
潟
が
難
し
く
、

そ
の
た
め
塀
風
・
四
堵
に
描
か
れ
て
後

宮
に
お
け
る
勧
戒
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
判
川
本
及
び
頭
闘
に
つ
い
て

王
同
は
劉
向
列
女
停
の
瞳
裁
を
説
明
し
て
、
「
故
に
母
儀
、
賢
明
、
仁
智
、
貞
時
節
義
、
脅
迫
、
壁
一
室
一
寸
の
篇
有
り
。
而
し
て
各
々

そ
の
義
を
頚
し
、
そ
の
献
を
闘
L
、
総
べ
て
篇
を
卒
ふ
る
と
揺
す
」
(
資
料
⑧
)
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
勿
論
、

曹
大
家
注
木
や
漢
志
の
列
女
停
頚
闘
の
語
な
ど
諸
々
の
資
料
か
ら
の
推
定
で
、
賓
際
に
そ
の
輸
相
圃
を
見
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
上
文
に

績
い
て
「
停
は
太
史
公
の
記
の
如
く
、
頚
は
詩
の
四
言
の
如
く
、
而
し
て
園
は
扉
風
を
震
す
と
云
う
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
体
と
頚
に
闘

す
る
感
想
は
王
同
が
貫
際
に
讃
ん
で
得
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
闘
に
闘
し
て
は
体
聞
か
あ
る
い
は
七
略
別
録
な
ど
の
資
料
に
撮
っ
た
も
の
で

さ
て
、

あ
ろ
ろ
。

た
だ
宋
代
に
お
い
て
も
、
確
か
な
謹
擦
は
無
い
が
、
扉
風
に
描
か
れ
た
列
女
圃
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
得
る
。
時
代
は
遡
る
が
唐
・

劉
鯨
の
隔
唐
嘉
話
中
に
唐
・
太
宗
の
令
、
虞
監
が
列
女
俸
を
寓
し
て
拝
風
の
裳
に
し
た
と
き
、
本
を
求
め
ず
と
も
す
べ
て
暗
譜
し
て
い
て
一

字
を
も
失
わ
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
が
見
え
る
。
こ
れ
は
倖
文
を
寓
し
た
も
の
で
檎
圃
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
輸
闘
も
あ
っ
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た
の
か
も
知
れ
な
い
。
宋
・
鄭
焦
の
通
志
圃
譜
略
に
は
顧
凱
之
列
女
圃
を
載
せ
て
い
る
か
ら
、
昨
風
は
と
も
か
く
と
し
て
列
女
園
の
存
在
は

F

戸、、
h
i
h

、。

紅
白

M
L
d人
し
、(附)

亜
日
・
顧
凱
之
列
女
惇
固
に
つ
い
て

な
お
、
顧
凱
之
列
女
聞
は
現
在
、
北
京
故
宮
博
物
院
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、

れ
は
仁
智
聞
の
一
部
分
で
、
極
め
て
精
搬
な
模
潟
で
あ
り
、
顧
凱
之
の
事
術
成
就
の
程
を
知
る
に
充
分
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

年
に
北
京
・
中
闘
園
際
書
庖
護
行
の
中
園
麗
代
輸
相
重
・
故
宮
博
物
院
臓
叢
集
ー
に
は
、
残
巻
全
国
を
原
寸
大
の
カ
ラ

l
印
刷
に
よ
っ
て
仙
収
録

一
九
五
八
年
六
期
・
文
物
参
考
資
料
の
論
文
に
よ
る
と
、

そ

一
九
七
八

し
で
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
残
巻
の
全
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
素
絹
本
の
墨
聾
で
、

入
費
|
|
八
段
の
場
面
が
あ
り
、
各
饗
の
末



尾
に
頚
が
書
か
れ
て
い
る
。
す
べ
て
七
智
停
で
あ
る
。

園
の
巻
末
に
四
つ
の
蹴
文
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
在
注
及
び
葉
隆
躍
の
蹴
文
に
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

菅
一
顧
虎
頭
列
女
体
園
、
元
駿
一
十
五
饗
、
四
十
九
人
、
男
二
十
四
、
女
二
十
一
、
童
子
四
。
歴
歳
深
遠
、
流
落
遺
脱
、
僕
偶
得
真
蹟
、

僅
存
入
費
、
男
十
五
、
女
九
、
童
子
四
、
組
二
十
八
人
。
扶
七
費
二
十
有
一
人
。
後
於
盛
文
粛
公
耳
孫
家
、
見
蝉
翼
紙
臨
木
、
止
一
十

四
時
賞
、
男
女
童
子
組
四
十
四
。
亦
少
一
一
愛
、
依
五
人
。
巻
末
有
元
友
、
方
岡
、
曾
逢
原
、
葉
夢
得
践
。
因
求
慨
事
潟
、
以
補
真
蹟
之
依

庭
。
且
井
録
四
肢
子
后
。
賓
慶
改
元
(
二
三
五
)
端
月
人
日
新
安
在
注
宋
卿
識
。

以
韻
事
補
国
民
蹟
之
閥
、
徒
使
後
人
有
紹
不
足
之
請
。
乃
徹
去
而
重
装
之
。
残
瑛
断
壁
、
夫
量
以
多
震
貴
哉
。
隆
雄
題
。

顧
凱
之
の
列
女
倖
聞
は
、
宋
代
で
は
仁
智
停
だ
け
し
か
体
わ
っ
て
お
ら
ず
、
元
友
の
頃
に
は
(
停
不
詳
、
曾
逢
原
、
薬
夢
得
と
同
時
代
と
み
て
、

哲
宗
〈
一

O
八
六
J
V
か
ら
高
宗
〈
l
一
一
六
二
〉
に
か
け
て
の
人
か
〉
、
そ
れ
で
も
十
五
費
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
た
が
、
在
注
の
時
に
は
僅
か
入
費
を
存
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そ
れ
も
、
在
注
は
た
ま
た
ま
顧
凱
之
の
異
蹟
を
手
に
入
れ
た
と
稽
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
先
の
文
物
参
考
資
料
の
論
文
に
云
う

通
り
、
極
め
て
精
撤
な
模
潟
木
で
あ
っ
て
、
顧
凱
之
原
肇
が
存
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
在
注
は
後
に
耳
孫
家
所
蔵
の
、
一
時
墜
を
歓
く
の

み
で
比
較
的
整
っ
て
い
る
蝉
翼
紙
臨
寓
本
を
候
り
て
、
こ
れ
を
模
寓
し
て
六
獲
を
噌
補
し
た
。
後
代
、
こ
の
闘
容
を
手
に
入
れ
た
好
事
家
の

葉
隆
躍
(
明
末
清
初
の
人
か
)
は
、
模
闘
を
績
ぎ
足
し
て
真
蹟
の
闘
を
補
う
の
は
、
徒
ら
に
後
世
の
人
か
ら
、
紹
足
ら
ず
し
て
狗
尾
積
ぐ
、
の
諮

り
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
、
増
補
闘
を
醐
去
し
て
装
丁
し
直
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
、
北
京
故
宮
博
物
院
に
所
由
概
さ
れ
て
い
る
模
本
顧
凱
之
列

女
体
仁
智
聞
で
あ
る
。

す
る
の
み
で
、

V¥J 

江
南
本
列
女
惇
闘
の
残
巻
に
つ
い
て

北
大
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
列
本
及
び
頚
聞
に
つ
い
て

各
言
嘗
見
母
儀
賢
明
四
巻
於
江
南
人
家
。
其
喜
一
潟

古
侃
服
、
而
各
題
其
頭
像
側
」
(
資
料
⑧
)
と
い
う
体
聞
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
江
南
本
が
劉
向
の
醤
を
体
え
た
古
潟
本
か
否
か
に
つ
い
て
、

王
同
は
上
文
に
績
け
て
、
「
然
崇
文
及
コ
一
君
、
北
潜
諸
臓
書
家
、
皆
無
此
本
。
不
知
其
体
果
向
之
頚
岡
敗
、
抑
後
好
事
者
、
操
其
頭
取
古
侃

服
而
園
之
鰍
、
莫
得
而
虫
巳
」
と
述
べ
、
非
常
に
否
定
的
で
は
あ
る
が
資
際
に
は
こ
れ
を
見
て
い
な
い
の
で
、
得
て
孜
う
る
な
し
と
判
断
を

保
留
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

王
聞
は
古
列
女
体
序
に
、
「
直
秘
閣
呂
船
叔
、
集
賢
校
理
蘇
子
容
、
象
山
令
林
次
中
、

王
同
の
停
聞
を
記
し
た
先
の
文
章
は
や
や
暖
昧
で
、
こ
の
四
容
の
残
念
が
、
木
体
が
あ
っ
て
そ
れ
に
頭
闘
が
附
さ
れ
て
い
る
、
ち

ょ
う
ど
今
本
の
挿
聞
本
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
本
体
の
文
章
は
な
く
た
だ
頭
を
題
し
た
紺
谷
物
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
明

R
-
J
-

、

争
ー
ヂ
J

確
で
は
な
い
。
も
し
、
前
者
だ
と
す
れ
ば
、
母
儀
・
賢
明
二
篇
で
四
巻
と
い
う
こ
と
は
、
各
篇
を
上
下
に
分
け
た
曹
犬
家
注
十
五
容
木
の
系

統
で
、
し
か
し
、
頭
は
樹
立
し
た
一
篇
で
は
な
く
、
各
人
体
ご
と
に
そ
の
人
物
像
を
茎
い
た
檎
闘
が
あ
り
、
そ
の
側
に
顕
が
題
さ
れ
て
い
た

髄
裁
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
列
女
体
の
挿
圃
本
が
北
宋
の
頃
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
他
に
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無
い
の
で
、
こ
れ
は
後
者
の
給
審
物
の
残
容
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
顧
凱
之
列
女
体
闘
の
残
巻
(
故
宮
博
物
院
歳
)
は
、
仁
智
体

十
五
体
の
中
の
八
俸
の
闘
を
体
え
て
お
り
、

一
容
の
絹
本
と
な
っ
て
い
る
。
母
儀
・
賢
明
二
篇
三
十
体
で
は
ち
ょ
う
ど
回
答
に
な
る
勘
定
で

あ
る
。
ま
た
、
清
・
銭
舎
は
た
ま
た
ま
明
内
府
臓
の
列
女
体
を
入
手
し
た
が
、
こ
の
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

@
讃
書
敏
求
記
容
二
、
体
記

古
列
女
体
七
巻
、
績
列
女
体
一
巻

至
越
悼
后
、
蹴
古
列
女
体
。
周
郊
婦
至
東
漢
梁
嬉
等
、
以
時
衣
之
、
別
篤
一
篇
、
蹴
績
列
女
体
。
頚
義
大
序
、

列
予
目
録
前
、
小
序
七
篇
、
散
見
目
録
中
、
顔
見
各
人
体
後
。
而
体
各
有
園
、
省
首
標
題
音
大
司
馬
参
軍
顧
憧
之
闘
妻
。
蓋
頚
氏
所
云
。

今
此
本
始
子
有
虞
二
妃
、



而
蘇
子
容
嘗
見
江
南
人
家
奮
木
、
其
蓋
篇
古
侃
服
、
各
題
其
頚
像
側
者
。
興
此
恰
相
符
合
、
定
震
古
本
無
疑
。
千
載
而
下
、
観
此
得
存

古
人
形
容
儀
法
、
口
県
奇
書
也
。
牧
翁
凱
後
入
燕
、
得
子
南
城
陵
殿
。
単
位
末
一
俊
云
、

必
貼
準
買
人
氏
名
、
鄭
重
不
有
如
此
。
内
府
珍
殿
、
流
落
人
閥
、
展
時
得
師
子
予
。
不
勝
百
六
鵬
迦
之
感
。

一
本
永
襲
二
年
七
月
二
十
五
日
、
蘇
叔
敬
買
到
。

営
時
探
訪
書
籍
、

右
の
一
書
は
、
青
・
顧
凱
之
圃
と
題
す
る
挿
闘
本
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
挿
岡
本
は
北
宋
の
江
南
本
に
由
来
す
る
と
断
定
し
て
い
る
が
、

銭
曾
が
江
南
本
の
賓
館
を
挿
岡
本
と
考
え
て
い
る
の
か
、
輸
巻
物
と
考
え
て
い
る
の
か
、
こ
こ
で
も
明
確
で
は
な
い
。
ど
う
や
ら
前
者
と
見

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
明
ら
か
に
誤
り
で
、
本
体
に
つ
い
て
見
る
と
、
古
列
女
体
七
谷
、
横
列
女
体
一
巻
と
い
い
、
碩
義
大
序

が
目
録
の
前
に
置
か
れ
、
小
序
七
篇
が
目
録
中
に
散
見
し
、
頭
は
各
人
体
の
後
に
見
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
自
信
教
に
お
い
て
も
瞳
裁
に
お
い

て
も
南
宋
・
茶
膜
刻
本
と
全
く
一
致
す
る
(
資
料
⑧
)
。

誠
意
百
敏
求
記
で
は
な
ぜ
か
一
一
一
一
ロ
も
欄
れ
て
い
な
い
が
、
銭
曾
の
入
手
し
た
明
内
府
蹴
木
と
い
う
の
は
、
後
に
こ
の
書
を
翻
刻
し
た
抗
耐
の

践
に
よ
る
と
、
こ
の
卦
一
日
は
南
宋
・
建
安
の
余
氏
刻
本
で
あ
る
。
結
局
、
余
氏
は
茶
騨
刻
本
の
列
女
体
と
、
こ
れ
と
は
別
に
体
え
ら
れ
て
い
た
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顧
凱
之
列
女
体
聞
と
を
一
本
に
結
合
し
て
挿
圃
本
の
膿
裁
に
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
が
列
女
体
挿
闘
本
の
鳴
矢
で
あ
る
。

な
お
、
江
南
本
列
女
体
闘
残
容
に
つ
い
て
は
、
北
宋
・
蘇
頚
の
頃
に
は
列
女
体
闘
の
顧
凱
之
以
外
の
も
の
の
存
在
は
確
認
さ
れ
な
い
の

で
、
銭
舎
の
推
測
を
否
定
す
る
積
極
的
な
証
擦
は
な
い
。
王
同
の
得
て
孜
う
る
な
し
と
い
う
判
断
に
従
う
よ
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
清
・
庇
一
耐

は
江
南
列
女
体
圃
は
顧
凱
之
に
本
づ
く
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
項

ωで
述
べ
る
。

。。
南
宋
・
建
安
余
氏
刻
本
と
清
・
院
一
繭
覆
宋
本
の
輸
相
闘
に
つ
い
て

清
・
道
光
五
年
(
一
入
二
五
)
、

玩
耐
は
新
刊
古
列
女
俸
を
刻
列
し
た
ハ
顧
凱
之
繕
厨
本
、
刊
本
②
)
。
谷
末
に
江
藩
の
肢
と
院
一
輔
の
模
刊
宋
木

北
大
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
刊
本
及
び
頚
聞
に
つ
い
て

列
女
停
践
が
あ
る
。
江
藩
の
肢
の
日
付
け
は
嘉
慶
二
十
五
年
(
一
八
二

O
)
三
月
十
一
日
だ
か
ら
、
開
刻
か
ら
刊
行
ま
で
五
年
齢
を
要
し
て
い

る
。
こ
の
ニ
肢
の
う
ち
、
特
に
庇
帽
の
践
は
宋
本
列
女
俸
の
由
来
と
菅

ι
顧
凱
之
列
女
停
闘
の
停
来
と
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
て
、

iま

と
ん
ど
こ
れ
に
蓋
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

い
ま
こ
れ
を
要
約
し
て
次
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

明
の
内
府
臓
木
、
宋
刻
列
女
俸
は
も
と
南
宋
建
安
の
余
氏
が
刻
刊
し
た
も
の
で
、

て
い
た
が
、
乾
隆
戊
申
ハ
一
七
八
八
〉
に
は
元
和
の
顧
抱
沖
(
名
は
之
達
、
訓
川
本
①
を
刻
列
し
た
顧
庚
折
の
従
弟
〉
家
に
あ
り
、

以
前
は
銭
遵
王
(
清
人
、
名
は
曾
)
家
に
所
識
さ
れ

嘉
慶
庚
辰

ハ
一
八
二
O
〉
に
わ
が
庇
家
で
入
手
し
た
。

こ
の
書
の
輸
相
園
に
つ
い
て
父
上
は
私
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

た
と
え
ば
衛
露
公
の
坐
し
て
い
る
背
後
の
低
い
昇
風
や
、
漆
室
の
女
が
僑
っ
て
い
る
木
柱
は
、
と
も
に
顧
圏
中
の
も
の
と

よ
〈
似
て
お
り
、
た
だ
わ
ず
か
に
省
略
が
あ
る
。
そ
の
官
室
や
樹
木
・
巌
石
に
つ
い
て
見
る
と
、
た
と
え
ば
孟
母
圏
中
の
書
院
の
類
は

お
そ
ら
く
唐
宋
の
人
が
増
し
加
え
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
こ
こ
に
は
な
お
唐
宋
の
人
の
古
制
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
人
物

や
馬
の
あ
ぶ
み
、
園
扇
の
類
じ
至
っ
て
は
虎
頭
ハ
顧
凱
之
の
字
〉
の
洛
榊
賦
圃
と
全
く
そ
っ
く
り
で
、
菅
人
の
輸
圃
に
本
づ
く
こ
と
は
疑
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「
わ
し
は
以
前
に
、
唐
宋
の
人
が
臨
潟
し
た
顧
凱
之
列
女
体
圃
の
長
容
を
見
た
、
九
)
そ
の
中
の
衣
冠
や
人
物
は
こ
の
書
の
檎
圃
と
皆
、
同

じ
で
あ
る
。

い
な
い
」

私
が
思
う
に
、
劉
向
の
七
略
別
録
に
列
女
俸
の
園
は
、
「
こ
れ
を
坪
風
四
堵
に
葺
く
」
と
あ
り
(
資
料
@
〉
、
漢
時
、
す
で
に
列
女
の
給

闘
を
扉
風
に
葺
い
て
い
た
こ
と
が
分
り
、
顧
凱
之
槍
園
も
や
は
り
漢
の
廃
風
に
本
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
顧
筆
臨
寓
本
の

す
べ
て
は
今
、
見
る
こ
と
、
が
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

こ
の
宋
本
列
女
俸
は
首
尾
完
全
に
備
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
依
っ
て
そ
の
全
て

を
見
る
ζ

と
、
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



ま
た
、
北
宋
一
。
米
南
宮
ハ
名
は
帝
)
の
南
宮
蓋
史
に
は
、
唐
代
模
寝
本
の
顧
筆
列
女
圃
を
手
に
入
れ
、
板
に
刻
ん
で
扇
を
作
る
に
営
り
-

J

皆
、
一
ニ
す
飴
に
縮
小
し
た
と
書
い
て
あ
る
。
今
、
こ
の
宋
本
の
停
・
頭
の
玄
の
部
分
を
除
い
て
緒
圃
の
上
下
の
た
け
を
計
っ
た
ら
、
米
史

に
云
う
三
ず
と
ぴ
っ
た
が
一
致
し
た
。
だ
か
ら
余
氏
刻
本
は
、
思
う
に
こ
の
北
宋
模
刻
本
よ
り
出
自
し
、
北
宋
模
刻
本
は
唐
模
の
顧
虎

頭
本
よ
り
出
自
し
て
三
寸
に
縮
小
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
無
い
of

顧
抱
沖
は
駿
文
で
(
刊
本
①
の
駿
〉
、
「
王
同
序
に
擦
れ
ば
ハ
資
料
③
)
、
則
ち
目
指
叔
等
の
見
L
所
の
園
は
、
た
だ
に
母
儀
ι
賢
明
の
二

俸
の
み
、
後
、
並
び
に
よ
り
て
更
に
得
る
無
じ
。
今
、
こ
の
園
、
蓋
L
余
氏
め
補
み
所
の
維
な
り
」
と
趨
ベ
ザ
パ
心
る
が
、
こ
れ
は
ほ
と

ん
ど
営
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
唐
人
の
臨
寓
し
た
仁
智
等
の
圃
は
現
に
今
に
体
わ
っ
て
絹
紙
本
で
残
っ
て
い
る
。
呂
鰭
叔
の
見
た
絡
が

特
に
不
完
全
で
あ
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
、
王
同
や
日
椅
叔
の
言
葉
を
根
操
と
し
て
、
か
え
っ
て
こ
の
本
の
檎
圃
を
疑
い
、
南
宋
の
人
が

補
っ
た
精
で
あ
る
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

さ
て
、
漢
の
廃
風
は
今
月
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
顧
虎
頭
本
に
残
っ
た
。
顧
虎
頭
本
は
全
て
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
ぜ
北
宋
三
寸
板
扇
本
に
全
て
が
残
っ
た
。
北
宋
本
は
今
、
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幸
い
に
も
こ
の
南
宋
余
氏
本
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
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叉
、
思
う
に
、
銭
選
王
の
讃
書
敏
求
記
に
宋
本
列
女
俸
の
こ
と
を
記
じ
て
、
辺
住
首
に
、
話
回
司
馬
大
将
軍
顧
凱
之
圃
と
標
題
、
し
、
意
宋

の
一
僚
に
云
ふ
、

F

一
本
、
永
端
末
二
年
(
一
四
O
四
〉
七
月
一
一
一
十
五
日
、
蘇
敬
叔
、
買
ひ
到
る
と
。
営
時
の
、
。
書
籍
を
探
訪
す
る
や
ブ
必
ず

采
買
人
の
氏
名
を
貼
す
る
こ
と
、
鄭
重
に
し
て
有
じ
く
も
ー
せ
ざ
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
此
れ
内
府
珍
臓
の
、
人
聞
に
流
落
し
展
騨
L
て

余
に
蹄
す
る
を
得
」
と
云
う
。
今
、
こ
の
本
の
巻
末
ー
の
飴
白
に
は
っ
き
h

ヴ
と
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
こ
の
本
が
遵
王
の
所
識
し
て
い
た
明

の
内
府
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

北
大
文
学
部
紀
要



列
女
俸
の
河
本
及
び
頚
薗
に
つ
い
て

私
の
九
妹
、
季
蘭
は
紙
を
用
い
て
こ
の
給
園
を
素
描
し
、

毛
髪
の
ひ
と
す
じ
に
至
る

ま
で
壷
く
模
骨
持
し
た
。
私
は
ま
た
腕
の
一
良
い
職
人
に
命
じ
て
、
体
・
頚
の
文
を
字
瞳
t

谷三仁智俸・衛霊夫人闘

行
数
な
ど
瞳
裁
そ
の
ま
ま
に
潟
し
と
ら
せ
て
、
聞
と
合
せ
て
梓
に
付
し
た

r

の
で
あ
る
。

こ
の
加
の
醤
は
醐
蝶
の
装
の
瞳
裁
で
、

ち
ょ
う

ε昨
今
の
洋
装
本
の
よ
う
に
雨
翼
が

一
割
に
合
う
形
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
、
模
刻
し
た
こ
の
本
は
、
中
を
折
り
反
し
で
雨

翼
が
背
中
合
せ
の
恰
好
と
な
っ
た
。
線
装
に
し
て
今
a
書
の
形
式
に
し
た
の
で
、

宋
人
の

制
蝶
の
援
と
反
割
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

顧凱之(俸)チIJ女停園

顧
千
里
(
名
は
庚
折
〉
の
校
本
(
刊
本
①
)
は
た
だ
停
と
頚
だ
け
を
刻
刊
し
て
圃
撃
に

は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
巻
末
に
附
し
た
考
詮
は
極
め
て
精
確
で
あ
る
。
今
、
私
が
模
刻

考
詮
の
方
は
顧
千
里
の
校
本
に

..，-32ー

し
た
こ
の
木
は
殊
に
園
芸
を
重
鮪
と
し
て
い
る
の
で
、

備
っ
て
い
る
。

A 
J 、

中
園
歴
代
総
書
一
・
故
宮
陣
物
院
臓
叢
集
所
牧
の
顧
凱
之
列
女
体
圃
と
庇
踊
翻
刻
の
列

故宮博物院蔵

女
体
圃
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
の
流
麗
に
劃
し
て
後
者
の
稚
拙
は
素
人
目
に
も
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
庇
一
隅
翻
刻
固
に
つ
い
て
、
先
に
拳
げ
た
文
物
参
考
資
料
の
論
文
に
は
概

略
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

清
・
庇
幅
刻
木
の
古
列
女
俸
挿
闘
は
、

顧
凱
之
警
の
模
潟
本
に
依
っ
て
更
に
こ
れ
を

潟
し
取
っ
て
翻
刻
し
た
も
の
だ
が
、
何
同
か
の
模
潟
を
経
て
増
棚
が
あ
る
た
め
、

顧
圃



北
大
文
学
部
紀
要

省三仁智俸・衡震夫人闘{清・院幅ヂIJ宋本列女俸

の
面
白
を
全
く
失
っ
て
い
る
。
衣
冠
服
飾
、
宮
室
、
器
物
は
六
朝
前
の
制
度
と
合
わ
な

い
し
、
表
現
技
法
も
異
る
。
た
だ
、

そ
の
中
の
仁
智
闘
の
部
分
は
故
宮
博
物
院
描
模
本

と
人
物
の
形
態
や
構
園
な
ど
幾
つ
か
の
鮪
で
、

完
全
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

背
景
を
増
加
L
た
り
服
飾
を
改
拘
便
し
た
り
し
て
員
を
失
っ
て
は
い
る
が
、
間
違
い
な
く

宋
代
の
模
本
、
ぞ
れ
も
比
較
的
完
全
な
模
本
に
依
操
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

庇
幅
の
「
毛
髪
の
。

ιす
じ
に
至
る
ま
で
轟
く
模
潟
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
信
用
す
れ

ば
、
背
景
の
増
加
や
服
飾
の
改
轡
は
北
宋
一
一
一
寸
縮
小
版
の
時
か
南
宋
余
氏
の
刻
刊
の
時
に
行

わ
れ
允
こ
之
に
な
る
。
顧
之
遼
が

1

「
こ
の
園
、
蓋
し
余
氏
の
補
ふ
所
の
給
な
り
」
と
推
定
し

た
の
は
川
置
は
半
ば
営
っ
て
い
る
と
屯
言
え
よ
う
。

な
お
、
宋
本
列
女
体
(
余
氏
刻
本
〉
が
顧
之
遼
家
に
所
前
概
さ
れ
て
い
た
と
き
、
顧
之
遣
の
従

兄
、
顧
由
民
折
が
こ
れ
を
翻
刻
し
て
刊
行
し
た
が
(
刈
本
①
〉
、
開
刻
す
る
と
き
に
、
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王
同
序

r

「
好
事
者
、
圃
を
震
す
」
の
語
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
結
局
、

上
方
の
給
闘
は
刻
さ
な
か
っ

た
と
云
う
(
江
藩
駿
)
。

'， '.'ll 

各
項
目
に
分
け
て
考
究
し
た
と
こ
ろ
を
、
便
宜
的
に
園
示
す
れ
ば
衣
の
と
お
り
で

ま

め

と

以
上
、

あ
る
。
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北京故宮博物院
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列
女
俸
の
刊
本
及
び
額
園
に
つ
い
て



注〈

1
)
北
海
道
中
園
哲
墜
曾
「
中
園
哲
準
」
資
料
事
刊
第
五
鋭
宮
本
勝
・

三
橋
正
信
共
編
東
京
・
東
壁
書
応
利
昭
和
五
七
年
八
月
二
日
護

行

(
2
)
北
海
道
中
風
哲
墜
曾
列
、
昭
和
五
七
年
八
月
一
日
護
行

(
3
)
績
修
四
庫
金
書
提
要
・
史
部

(
4
)
列
女
俸
奥
其
作
者
(
中
間
婦
女
子
論
文
集
〈
牽
轡
商
務
印
書
館
後

行
〉
所
枚
)

(
5
)
問
上
論
文

(
6
)
覆
宋
本
は
「
古
列
女
俸
目
録
序
」
、
な
お
こ
の
文
は
、
南
嬰
先
生

元
日
四
品
類
藁
谷
十
一
序
(
岡
部
叢
列
初
編
所
攻
)
及
び
唐
宋
八
家
文
讃

本
に
も
攻
め
ら
れ
て
お
り
、
み
な
目
録
序
と
な
っ
て
い
る
。

(
7
)
明
史
義
文
史
、
古
今
列
女
俸
三
巻
、
永
集
中
、
解
繕
等
編
。
ま
た

績
修
四
庫
全
書
提
要
・
史
部
参
照
。

(
8
)
績
修
四
庫
全
書
提
要
・
史
部
参
照
。

(
9
)
元
・
程
笑
批
注
に
「
不
別
出
績
列
女
俸
之
日
」
と
一
云
う
よ
う
に
、

九
容
の
内
容
は
古
列
女
俸
入
念
、
績
列
女
俸
一
容
で
あ
る
。
⑧
宋
士
山

著
録
九
容
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

(ω)
今
本
に
は
無
く
、
刷
去
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
清
・
銭
伺
の
崇
文

総
目
輯
穣
小
引
に
「
嘉
定
時
、
察
践
刻
列
女
停
、
首
筒
亦
引
之
、
則

知
此
室
一
回
宋
時
原
未
有
闘
。
後
世
俸
紗
者
、
因
其
繁
重
側
去
」
と
あ
る
。

(
U
)
初
夢
記
二
五
、
太
卒
御
寛
容
七

O
一
、
倶
に
引
く
。

北
大
文
学
部
紀
要

(ロ
)

E

自
の
人
。
清
・
鄭
珍
の
桑
極
集
鰹
説
(
皐
清
経
解
績
編
所
牧
)
の

「
恭
母
遼
孟
子
注
」
の
項
に
、
「
余
按
、
通
典
九
十
五
言
、
青
笈
帝
輿

出
問
中
、
亥
靖
皇
后
有
章
太
后
之
喪
。
向
書
奏
、
至
骨
帯
綱
相
麻
コ
一
月
、
皇

后
奔
衰
周
。
装
母
港
駁
云
云
。
則
遼
是
膏
穆
哀
時
人
」
と
考
讃
し
て

し
る
。

(
日
)
こ
れ
も
向
上
論
文
で
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
、
史
記
念
四
十
三
越

世
家
に
、
「
王
夢
見
魔
女
鼓
琴
而
歌
詩
目
、
美
人
焚
焚
分
、
顔
若
者

之
祭
。
命
乎
命
乎
、
曾
無
我
説
」
と
あ
り
、
こ
の
詩
は
列
女
俸
巻
七

越
露
英
女
で
は
「
美
人
焚
焚
今
、
顔
若
若
之
祭
。
命
令
命
令
、
逢
天

時
而
生
、
曾
莫
我
巌
蔵
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
義
母
遼
は
「
若
」
の

認
を
注
し
て
「
陵
若
之
草
其
華
紫
」
と
一
広
い
、
、
「
命
乎
命
乎
(
命
令
命

令
ど
以
下
の
旬
を
解
揮
し
て
「
号
一
口
有
命
線
、
生
遇
其
時
、
人
莫
知

己
責
盛
盈
満
也
」
と
云
っ
て
い
る
。
閤
結
部
の
針
溶
か
ら
見
て
明
ら

か
に
列
女
俸
の
注
で
あ
る
。

(
U
)
新
唐
室
回
答
文
志
の
注
穣
書
の
記
載
形
式
は
、
自
注
形
式
の
他
に
例

え
ば
論
語
鄭
玄
注
十
巻
、
玉
粛
注
論
語
十
容
な
ど
の
よ
う
に
必
ず

「
注
」
と
明
記
し
て
い
る
。

(
日
)
清
・
黄
本
駿
の
歴
代
職
官
表
容
三
に
擦
る
と
、
宋
代
、
翰
林
院
に

史
館
編
修
の
官
が
:
あ
り
、
こ
れ
に
蛍
る
か
。

(
時
)
元
豊
類
葉
巻
十
一
に
は
列
女
俸
目
録
序
の
他
に
、
新
序
目
録
序
・

梁
室
盲
目
録
序
・
稽
閣
新
儀
白
銀
序
・
戦
闘
策
目
録
序
・
際
書
目
録
序

・
唐
令
目
録
序
・
南
軒
務
自
鎌
序
・
徐
幹
中
論
目
録
序
・
誇
苑
目
録
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列
女
俸
の
河
本
及
匂
び
頒
聞
に
つ
い
て

序
・
飽
溶
詩
白
銀
序
が
あ
る
。

(げ
ν

南
墜
先
生
一
元
墜
類
藁
単
位
十
二
・
序
、
所
放

(
叩
同
)
こ
こ
に
引
く
山
中
市
文
総
自
の
文
も
今
本
で
は
側
去
さ
れ
て
い
る
。

(
m
m
)

浦
子
顕
の
南
済
書
と
李
百
薬
の
北
済
書
。

(
却
)
拙
稿
「
劉
向
と
列
女
俸
」
ハ
中
園
哲
率
第
十
一
統
)
参
照
o

a〕
孟
子
高
章
子
↑
「
頭
其
詩
、
讃
其
書
」
の
注
。

(
匁
)
漢
書
の
奮
注
に
お
い
て
「
師
古
田
」
と
言
わ
な
い
も
の
は
す
べ
て

班
固
の
自
注
で
あ
る
。

(
お
)
顔
氏
家
訓
・
書
譜
第
七

(
斜
)
藤
原
佐
世
の
日
本
図
見
在
書
目
録
・
雑
俸
家
に
、
「
列
女
俸
十
五

谷
、
劉
向
撲
、
欝
大
家
注
。
列
女
俸
額
一
巻
、
劉
飲
撰
」
と
あ
る
。

(
小
長
悪
吉
・
日
本
闘
見
在
書
目
録
解
説
稿
附
問
書
目
録
〈
小
宮
山

出
版
〉
に
依
っ
た
)

(
お
)
読
文
「
端
、
垣
也
。
五
版
矯
堵
」
、
段
注
「
詩
毛
俸
目
、
一
丈
矯

板
、
五
板
借
地
堵
」

(
お
)
後
日
談
と
し
て
論
衡
倉
こ
十
須
頚
篇
に
「
宣
帝
之
時
、
霊
園
漢
列

士
、
或
不
在
於
重
上
者
、
子
孫
恥
之
」
と
見
え
る
。
そ
の
外
、
後
漢

の
例
で
は
、
。
後
漢
書
姦
蓋
列
停
「
光
和
元
年
、
器
時
置
鴻
都
門
事
、
重

孔
子
及
七
十
二
弟
子
像
」
、
玉
海
容
五
七
密
文
・
園
繕
名
臣
「
盆
州

記
、
成
都
隆
明
有
周
公
櫨
殿
、
奮
記
云
、
盆
州
刺
史
張
政
重
盤
古
三
由
呈
一
五

帝
三
代
君

E
夙
仲
尼
七
十
弟
子
於
壁
閲
」
な
ど
。

(
幻
)
卒
津
館
叢
書
甲
集
所
攻

(
お
)
マ
イ
ケ
ル
・
サ
リ
バ
ソ
の
中
閤
美
術
史
に
よ
る
と
、
漢
代
の
代
表

的
繕
聾
は
、
「
製
紙
の
技
術
は
中
国
で
前
漢
の
末
ご
ろ
に
護
明
さ
れ

れ
て
い
た
が
、
檎
聾
は
い
ぜ
ん
絹
に
描
か
れ
て
い
た
」
と
い
う
(
新

藤
武
弘
課
、
新
制
削
選
書
一
二
五
頁
〉
。

(
却
)
今
本
は
み
な
貞
順
に
作
る
。

(
ぬ
)
金
維
諾
「
顧
健
之
的
義
術
成
就
」

(
訂
)
容
末
の
第
三
の
践
は
署
名
は
無
い
が
印
章
に
よ
っ
て
明
末
清
初
の

梁
清
標
と
知
れ
る
。
こ
の
梁
清
標
が
葉
隆
躍
の
こ
と
を
「
葉
土
則

(
土
則
は
字
か
)
近
世
好
事
家
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
。

(
認
)
阪
一
隅
自
注
に
、
「
一
隅
案
、
家
大
人
編
定
内
府
書
重
時
、
所
見
不
止
一

省
、
有
仁
智
等
国
」
と
一
広
う
。

(
お
)
同
じ
く
銭
曾
の
述
古
堂
蔵
書
自
に
「
劉
向
列
女
一
俸
入
容
二
本
、
宋

板
」
を
録
し
て
い
る
。
他
に
も
清
朝
の
磁
書
家
の
目
録
に
宋
本
列
女

俸
を
載
せ
て
い
る
も
の
は
多
い
。
銭
謙
盆
・
絡
雲
棲
書
目
「
宋
板
古

列
女
俸
顧
凱
之
国
十
五
巻
」
、
季
振
宜
・
季
槍
葦
蔵
書
目
「
延
令
宋
板

書
目
、
劉
向
列
女
俸
入
省
二
本
」
、
在
土
鐘
・
答
芸
書
合
宋
元
本
堂
盲

目
「
宋
版
書
目
、
古
列
女
俸
七
省
、
緩
一
容
」
な
ど
。
銭
謙
設
の
十

五
倉
本
と
い
う
の
は
い
か
な
る
も
の
か
不
詳
。
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な
お
、
本
稿
は
昭
和
五
十
八
年
度
文
部
省
科
事
研
究
費
一
般
C

「漢

代
に
お
け
る
女
性
の
倫
理
・
道
徳
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。


